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４
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迎
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定休日　月曜日

WINE & WHISKY COCOS

2024・5・15

　

近
く
の
畑
に
水
が
入
っ
た
。
い
つ
も
の

景
色
で
あ
る
。
観
光
地
で
バ
シ
ッ
と
乾
い

た
音
。
振
り
向
く
と
「
お
い
し
い
」
と
ウ

イ
ン
ク
し
た
。
ド
イ
ツ
人
女
性
が
か
ぶ
り

つ
い
た
お
に
ぎ
り
サ
ウ
ン
ド
だ
。「
お
米

の
力
」
と
い
う
名
の
お
に
ぎ
り
専
門
店
が

で
き
た
。
コ
メ
の
う
ま
さ
は
塩
お
に
ぎ
り
で
分
か

る
。「
お
ふ
く
ろ
の
味
」
だ
。
コ
メ
は
量
よ
り
質
、

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｅ
が
海
を
渡
る
時
代
だ
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

戦
争
が
長
期
化
す
る

な
か
、
輸
入
穀
物
と
肥
料
原
料
の
価
格
高
騰
や
物

流
危
機
な
ど
で
食
料
が
調
達
難
に
陥
っ
て
い
る
。

驚
き
は
、
中
国
が
自
国
の
食
料
備
蓄
を
狙
っ
て
各

国
か
ら
穀
物
輸
入
を
増
や
し
て
い
る
こ
と
だ
。
食

料
の
安
全
保
障
強
化
は
国
家
戦
略
で
あ
り
食
料
自

体
が
戦
略
物
資
で
あ
る
に
し
て
も
。

　

今
国
会
で
審
議
中
の
改
正
農
業
基
本
法
の
最
重

要
主
題
は
「
食
料
安
全
保
障
」
と
「
農
業
や
食
料

シ
ス
テ
ム
の
環
境
」
へ
の
対
応
で
あ
る
。
特
に
、

コ
メ
は
食
料
安
全
保
障
の
強
化
か
ら
「
最
重
要
戦

略
物
資
」
と
し
て
中
国
の
よ
う
に
深
刻
に
論
じ
る

べ
き
だ
。

　

コ
メ
の
生
産
性
向
上
に
は
熟
練
農
家
と
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
と
人
工
衛
星
が
つ
な
が
っ
た
ス
マ

ー
ト
稲
作
の
普
及
が
不
可
欠
。
特
に
ド
ロ
ー
ン
の

利
活
用
は
有
効
だ
。
そ
の
た
め
に
は
農
地
の
大
規

模
化
と
事
業
組
織
（
会
社
）
化
が
不
可
欠
と
な
る
。

小
規
模
地
主
は
株
主
、
経
営
層
は
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

エ
ン
ス
に
明
る
い
20
歳
代
（
大
学
生
）
に
託
し
た

い
。

　

政
府
は
小
麦
や
大

豆
、
飼
料
作
物
の
国
内
生
産
の
強
化
を
目
指
し
て

い
る
。
近
年
の
食
料
自
給
率（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）

は
38
％
、
政
府
は
30
年
度
に
45
％
目
標
を
掲
げ
る

が
、
必
達
を
期
待
す
る
。

　

訪
日
外
国
人
が
お
に
ぎ
り
に
魅
せ
ら
れ
て
、
コ

メ
の
「
う
ま
さ
」
を
世
界
中
に
拡
散
し
て
く
れ
る

だ
ろ
う
。
将
来
、
主
食
は
コ
メ
か
ら
「
サ
ツ
マ
イ

モ
」
に
代
わ
る
と
い
う
研
究
も
あ
る
。
サ
ツ
マ
イ

モ
の
配
給
を
米
屋
で
受
け
た
者
か
ら
す
る
と
ご
冗

談
で
し
ょ
う
と
思
う
。
コ
メ
の
力
を
信
じ
た
い
。

晴耕雨読

コ
メ
は「
最
重
要
戦
略
物
資
」
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明
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楽
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ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
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習
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運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！
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ル
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シ
ミ
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レ
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シ
ョ
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ジ
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ゴ
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◆
３
６
５
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利
用
可
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午
前
５
時
〜
午
後
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時
）

◆
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
ク
オ
リ
テ
ィ
映
像

◆
世
界
170
以
上
の
有
名
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◆
予
約
・
決
済
・
施
錠
ま
で
ス
マ
ホ
１
台
で
完
結

室
内
ゴ
ル
フ
練
習
場
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お蔭様で50周年 電
気
保
安

法　
　

人

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
保
守
点
検
料
を

見
直
し
ま
せ
ん
か
!!

全
国
初
！ 

協
同
組
合
方
式
の
電
気
保
安
事
業

大
阪
府
内
を
中
心
に
近
畿
圏
内
で
１
，０
０
０
余
件
の
実
績

お
問
合
せ 

☎
０
８
０―

３
８
０
９―

７
０
６
５（
大
澤
）

ま
た
は
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
４
９―

３
１
２
５
迄

保
安
管
理

の
業
務
内
容

①
月
次
点
検　

②
年
次
点
検
・
精
密
点
検

③
臨
時
点
検　

④
事
故
応
動　

⑤
官
庁
手
続

⑥　
　
　
　
　
　
　
「
新
電
力
」
の
ご
提
案

コ
ス
ト
を
か
け
ず

電
気
料
金
を
下
げ
る

ま
っ
た
。
超
低
金
利
と
い

う
「
ぬ
る
ま
湯
」
に
浸
り
、

企
業
が
変
革
に
背
を
向
け

た
か
ら
で
あ
る
。
日
銀
に

よ
る
マ
イ
ナ
ス
金
利
解
除

を
契
機
と
し
て
、
日
本
企

業
は
競
争
力
を
磨
き
、
株

主
と
正
面
か
ら
向
き
合
う

姿
勢
を
示
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。

　

そ
の
た
め
に
は
具
体
的

な
成
長
ス
ト
ー
リ
ー
を
描

き
、
実
行
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
短
距
離
競
走
で

は
な
く
、
長
距
離
レ
ー
ス

で
あ
る
。

　

家
計
の
個
人
金
融
資
産

は
２
、
１
４
１
兆
円
に
達

す
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

残
念
な
こ
と
に
、
貴
重
な

金
融
資
産
を
有
効
に
活
用

で
き
て
い
な
い
。
マ
イ
ナ

ス
金
利
解
除
を
受
け
て
、

主
要
銀
行
は
普
通
預
金
金

利
を
20
倍
に
引
き
上
げ
た

と
胸
を
張
る
。
そ
れ
で

も
、
そ
の
年
利
は
０
・
０

２
％
に
過
ぎ
な
い
。
10
万

円
を
預
金
し
て
も
金
利
は

20
円
。
子
ど
も
で
す
ら
失

笑
す
る
だ
ろ
う
。

　

望
ま
し
い
の
は
現
預
金

が
有
望
な
金
融
商
品
へ
と

流
入
す
る
こ
と
に
あ
る
。

た
と
え
ば
株
式
投
資
。
個

人
投
資
家
が
年
３
・
０
〜

４
・
０
％
程
度
の
配
当
利

回
り
を
期
待
で
き
る
銘
柄

へ
と
資
金
を
投
じ
れ
ば
、

資
産
形
成
意
欲
が
活
発
化

す
る
だ
ろ
う
。
企
業
側
が

株
式
の
長
期
保
有
を
促
進

す
べ
く
、
不
断
な
る
経
営

改
革
に
取
り
組
め
ば
、
競

争
力
育
成
と
資
産
形
成
と

を
同
時
に
実
現
で
き
る
。

　

昭
和
の
御
世
、
日
本
は

高
度
成
長
を
記
録
し
、
所

得
が
大
幅
に
伸
び
た
こ
と

か
ら
、
成
長
の
果
実
は
個

人
に
浸
透
し
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
最
近
は
実
質
所

得
が
マ
イ
ナ
ス
圏
に
沈

む
。
社
会
が
人
的
投
資
を

コ
ス
ト
と
位
置
づ
け
て
い

る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

あ
ろ
う
こ
と
か
、
日
本
企

業
は
設
備
投
資
も
躊た

め
ら躇
っ

て
き
た
。
株

主
も
軽
視
し

た
。
現
金
を

積
み
上
げ
た
だ
け
だ
っ

た
。
当
然
、
日
本
社
会
は

飛
躍
し
な
い
。

　

日
本
社
会
は
少
子
高
齢

化
に
直
面
す
る
。
総
人
口

は
減
少
に
転
じ
、
女
性
や

高
齢
者
の
労
働
参
加
も
頭

打
ち
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
本
格
的
な
人
手

不
足
に
陥
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

打
破
す
る
に
は
人
材
の

流
動
性
と
生
産
性
を
高
め

る
と
同
時
に
、
賃
上
げ
を

実
施
し
て
い
く
以
外
に
方

策
は
な
い
。
成
長
分
野
に

貴
重
な
人
材
を
投
入
し

て
、
業
績
と
生
産
性
を
向

上
で
き
れ
ば
、
持
続
的
な

賃
上
げ
が
可
能
と
な
る
は

ず
で
あ
る
。

　

日
本
の
財
政
赤
字
は
空

前
の
規
模
に
膨
張
し
て
い

る
。
財
政
に
も
は
や
余
裕

は
な
い
。
財
政
の
役
割
は

安
易
な
補
助
金
供
与
や
減

税
で
は
な
く
、
再
教
育
支

援
や
失
業
者
へ
の
対
応
に

限
定
す
べ
き
で
あ
る
。
企

業
が
賃
上
げ
で
社
会
に
還

元
で
き
れ
ば
、
理
想
的
な

経
済
成
長
へ
と
導
く
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
は

政
府
歳
入
の
増
加
に
も
寄

与
で
き
る
。
日
本
の
近
未

来
を
悲
観
す
る
こ
と
は
な

い
。

さ
れ
た
わ
け
だ
か
ら
、
金

融
政
策
を
修
正
す
る
こ
と

は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
勇

断
が
日
本
経
済
を
再
起
動

に
導
く
こ
と

は
間
違
い
が

な
い
。

　

と
は
い
え
、
日
本
の
経

済
社
会
が
歴
史
的
低
金
利

と
い
う
空
間
に
安
住
し
て

い
る
事
実
は
否
定
で
き
な

い
。
徹
底
し
た
金
融
緩
和

策
の
結
果
、株
価
が
上
昇
、

日
経
平
均
株
価
は
史
上
最

高
値
を
更
新
で
き
た
。
だ

が
一
方
で
、
企
業
の
新
陳

代
謝
が
遅
れ
、
日
本
の
国

際
競
争
力
は
低
迷
し
て
し

　

日
本
銀
行
は
い
わ
ゆ
る

異
次
元
金
融
緩
和
政
策
を

転
換
し
、
実
に
17
年
ぶ
り

の
金
利
引
き
上
げ
へ
と
舵

を
切
っ
た
。
17
年
前
の
２

０
０
７
年
、
消
費
者
物
価

指
数
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
上
昇
率

は
わ
ず
か
０
・
１
％
と
低

空
飛
行
を
続
け
た
が
、
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

軍
事
侵
攻
に
伴
う
資
源
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
、
食
料

品
価
格
の
急
騰
、
そ
れ
に

急
激
な
円
安
の
結
果
、
足

元
で
は
Ｃ
Ｐ
Ｉ
が
２
・
８

％
と
日
銀
が
目
標
に
掲
げ

る
２
・
０
％
を
上
回
っ
て

推
移
す
る
。
目
的
が
達
成

日
本
の
近
未
来
を
悲
観
す
る
こ
と
は
な
い

日
本
の
近
未
来
を
悲
観
す
る
こ
と
は
な
い

大
阪
商
業
大
学
総
合
経
営
学
部
教
授

経
済
学
博
士
中
津
孝
司

２
０
２
４
年

世
界
の
動
き

風
を
読
む
64

2022 年 2 月 24 日午前 5 時、ロシア軍がウクライナの首都キーウに攻め込んだ。すぐにキーウが陥落すると考えたプー
チン。しかし、そうはならなかった。国民が一致団結し抵抗。欧米および日本から支援を受け、ロシアの攻撃を迎え撃つ。
　それから２年。ウクライナも支援国も疲れが出始めている。しかし、ここで負けるわけにはいかない。なぜなら、もは
やウクライナ対ロシアを越え、民主主義国対独裁国の戦いだからだ。  まさに第三次世界大戦に他ならない。
　ウクライナ支援は、民主主義国に暮らす私たちの生活を守ることにつながる。だから、ひとときもウクライナを忘れて
はならない。そのために侵略カレンダーを作った。このカレンダーを家や店に貼り、毎日見てほしい。そして、ウクライナ
で苦しみ悲しむ人たちのことを思ってほしい。関心を持ち続けることこそがウクライナ支援だ。
　実は、ロシアによるウクライナ侵攻は 2014 年 2 月 27 日のクリミア侵攻から始まった。侵略カレンダーでは 2022 年
2 月 24 日を 1 日目としているが、その前に 2919 日にわたって侵略されている。そのことを忘れないでほしい。
　ウクライナが勝利し、ロシアを国外に押し戻し、平和が来ることを強く祈る。ウクライナに栄光あれ！

日本ウクライナ文化交流協会　会長　小 野　元 裕
ГоловаЯпонсько-українськоїасоціаціїкультурногообміну　Оно Мотохіро

Календарагресії
Постійнийінтерес -єдинийспосібпідтриматиУкраїну

日本ウクライナ文化交流協会 TEL 072-926-5134

関心を持ち続けることこそがウクライナ支援
時、ロシア軍がウクライナの首都キーウに攻め込んだ。すぐにキーウが陥落すると考えたプー

国民が一致団結し抵抗。欧米および日本から支援を受け、ロシアの攻撃を迎え撃つ。
ウクライナも支援国も疲れが出始めている。しかし、ここで負けるわけにはいかない。なぜなら、もは

やウクライナ対ロシアを越え、民主主義国対独裁国の戦いだからだ。まさに第三次世界大戦に他ならない。
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関心を持ち続けることこそがウクライナ支援援関心を持ち続けることこそがウクライナ支援

1枚 100円
ウクライナ支援として

　　　　 三井住友銀行・八尾支店
（普）2012746　名義：日本ウクライナ文化交流協会
銀行口座八尾市

山本町南6-2-29

タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
店
舗
に

並
ん
で
い
る
。
試
飲
が
で

き
る
上
に
量
り
売
り
。
好

み
の
ワ
イ
ン
を
少
量
ず
つ

買
う
こ
と
が
で
き
る
。
倉

庫
に
は
約
２
、
７
０
０
種

類
の
ワ
イ
ン
が
用
意
さ
れ

て
お
り
、
ワ
イ
ン
初
心
者

の
笑
顔
―
取
引
先
・
生
産

者
の
笑
顔
―
私
た
ち
の
笑

顔
、
３
つ
の
笑
顔
の
シ

ナ
ジ
ー
効
果
で
三
方
良

し
」
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。
大
事
に
し

て
い
る
の
は
「
ｍ
ａ
ｎ

ｏ
ａ
ｍ
ａ
ｎ
ｏ
」。「
手

と
手
、手
か
ら
手
へ
」
だ
。

　

三
方
良
し
の
理
念
の
も

と
、
楽
し
い
時
間
・
空
間

を
生
み
出
す
同
店
は
、
千

客
万
来
だ
。

か
ら
上
級
者
ま
で
楽
し
め

る
。
値
段
は
１
本
１
万
円

か
ら
60
万
円
と
幅
広
い
。

１
０
０
万
円
を
超
え
る
も

の
も
あ
る
。
産
地
も
フ
ラ

ン
ス
か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
ま
で
い
ろ
い
ろ
。

　

ワ
イ
ン
の
ほ
か
、
ウ
イ

ス
キ
ー
も
品
揃
え
が
よ

く
、
約
４
５
０
種
類
が
並

ん
で
い
る
。
10
種
類
ほ
ど

日
本
製
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

も
あ
り
、
暑
い
日
に
は
嬉

し
い
。

　

同
店
は
１
９
９
５
年
に

創
業
、
ま
ち
の
酒
屋
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
た
が
、

若
い
人
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
昨
年
10
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
近

鉄
け
い
は
ん
な
線
吉
田
駅

か
ら
西
へ
徒
歩
約
７
分
、

中
央
大
通
り
沿
い
に
あ
る

の
で
よ
く
目
立
つ
。

　

店
名
の
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
は
、

COnnect-Customer-
Our company-Suppliers

の
略
。「
私
た
ち
と
私
た

ち
に
関
わ
る
全
て
の
人
を

笑
顔
に
、
１
杯
・
１
本
の

お
酒
を
通
し
て
、
お
客
様

　

春
が
来
た
。
ワ
イ
ン
を

飲
み
な
が
ら
、
ゆ
る
り
と

し
た
時
間
を
過
ご
し
た

い
。

　

そ
ん
な
と
き
に
お
す
す

め
な
の
が
、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｓ

だ
。
約
１
、
５
０
０
種
類

の
ワ
イ
ン
が
、
広
く
て
ス

　
〝
国
際
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
〞
は
、
同
財
団
と

協
定
を
結
ぶ
海
外
の
大
学

の
学
生
を
、
日
本
の
企
業

が
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
１

年
間
受
け
入
れ
る
制
度

で
、
既
に
観
光
や
看
護
・

介
護
と
い
っ
た
分
野
で
実

績
を
上
げ
て
い
る
。

　

学
生
に
と
っ
て
は
日
本

で
働
き
な
が
ら
単
位
が
取

得
で
き
、
人
手
不
足
に
悩

む
企
業
側
に
は
、
既
存
の

技
能
実
習
制
度
よ
り
も
軽

い
負
担
で
優
秀
な
働
き
手

を
確
保
で
き
る
上
、
大
学

卒
業
後
に
幹
部
候
補
と
し

て
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

１
年
と
い
う
期
間
、
お

互
い
を
よ
く
知
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
昨
今
問
題
に

な
っ
て
い
る
入
社
後
短
期

間
で
の
離
職
な
ど
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
を
防
ぎ
、
採
用
コ

ス
ト
の
抑
制
に
繋
が
る
ば

か
り
か
、
連
携
先
の
大
学

か
ら
毎
年
新
た
な
高
度
人

材
が
送
ら
れ
て
く
る
。

　

３
月
、
同
財
団
は
、
中

京
圏
を
拠
点
に
中
国
や
東

南
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
株

子
の
よ
う
に
接
し
て
い
る
。

世
界
に
誇
る
モ
ノ
づ
く
り

の
ま
ち
東
大
阪
で
、
彼
ら

を
共
に
育
て
て
く
だ
さ
る

企
業
と
出
会
い
た
い
」

　

会
合
に
は
、
元
航
空
会

社
客
室
乗
務
員
で
モ
ノ
づ

く
り
の
現
場
に
精
通
す
る

野
田
彰
子
市
議
（
67
）
と
、

東
大
阪
ブ
ラ
ン
ド
推
進
機

構
顧
問
で
東
大
阪
中
小
企

業
会
長
倶
楽
部
の
安
川
昭

雄
会
長
（
91
）
も
参
加
。

　

法
務
省
保
護
司
と
し
て

服
役
後
の
職
親
を
探
す
な

ど
、
現
場
の
危
機
を
熟
知

し
て
い
る
野
田
市
議
は
そ

の
場
に
モ
ノ
づ
く
り
担

当
部
局
の
責

任
者
を
呼
ん

だ
。

　

戦
後
、
印

刷
機
器
メ
ー

カ
ー
の
開
発

員
と
し
て
世

界
44
カ
国
に

赴
任
し
た
安

川
会
長
は
笑

顔
で
結
ん

だ
。

　
「
予
科
練

（
海
軍
飛
行

予
科
練
習

生
）の
時
代
、

ゼ
ロ
戦
に

乗
っ
て
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
を
欧
米
の
植

民
地
か
ら
解
放
し
に
い
く

の
が
任
務
だ
っ
た
。
日
本

は
戦
争
に
負
け
た
が
、
植

民
地
か
ら
解
放
さ
れ
た
国

の
人
び
と
は
、
日
本
人
の

高
い
精
神
性
や
勤
勉
さ
を

尊
敬
し
て
い
る
。
彼
ら
は

戦
後
す
ぐ
の
日
本
同
様
こ

れ
か
ら
の
国
。
そ
ん
な
若

者
た
ち
と
モ
ノ
づ
く
り
を

通
し
た〝
新
た
な
共
栄
圏
〞

づ
く
り
が
で
き
る
と
思
う

と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
」

　

今
後
同
財
団
は
、
こ
の

日
の
会
合
を
設
け
た
Ｍ
Ｅ

Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
国
際

推
進
機
構
（
大
阪
市
中
央

区
）
と
と
も
に
東
大
阪
商

工
会
議
所
な
ど
で
定
期
的

に
国
際
モ
ノ
づ
く
り
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
企

業
説
明
会
を
開
く
予
定

だ
。

（
池
内
文
藏
）

式
会
社
瑞
穂
ス
プ
リ
ン
グ

製
作
所（
名
古
屋
市
緑
区
）

と
共
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
私

立
ナ
シ
ョ
ナ
ル
大
学
（
Ｕ

Ｎ
Ａ
Ｓ
）
で
「
モ
ノ
づ
く

り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。
同
制

度
に
関
心
を
持
つ
学
生
や

教
職
員
ら
が
熱
心
に
耳
を

傾
け
た
。
日
本
と
長
く
親

交
を
持
つ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
学
生
に
と
っ
て
、
自
国

の
何
倍
も
の
給
与
を
受
け

な
が
ら
単
位
の
修
得
が
で

き
、
卒
業
後
の
就
職
に
直

結
す
る
魅
力
的
な
制
度
で

あ
り
、
治
安
の
よ
い
日
本

で
の
就
学
・
就
労
は
、
送

り
出
す
保
護
者
の
安
心
に

繋
が
る
。

　

東
大
阪
を
訪
れ
た
同
財

団
事
業
統
括
本
部
の
岡
村

貞
徳
本
部
長
（
67
）
は
熱

く
語
る
。

　
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、

好
き
な
バ
イ
ク
を
売
っ
て

で
も
日
本
に
行
き
た
い
と

い
う
前
向
き
な
学
生
が
多

い
。
彼
ら
は
約
１
８
０
時

間
の
日
本
語
教
育
を
受
け
、

日
本
文
化
を
学
び
来
日
す

る
。
私
ど
も
は
そ
う
し
た

事
前
教
育
か
ら
空
港
へ
の

出
迎
え
、
各
種
申
請
に
至

る
ま
で
１
人
ひ
と
り
と
親

　

東
大
阪
市
高
井
田
。
半
世
紀
続
い
た
金
型
製
作

会
社
の
廃
業
を
決
め
た
90
歳
の
経
営
者
が
、
日
本

で
五
指
に
入
る
と
謳
わ
れ
た
加
工
術
で
鳴
ら
し
た

指
先
を
見
つ
め
、「
需
要
も
あ
る
し
、
ま
だ
ま
だ

が
ん
ば
っ
て
と
言
わ
れ
る
が
後
継
者
が
お
ら
ん
。

一
人
娘
は
東
京
の
大
学
病
院
の
外
科
医
。
手
先
の

器
用
さ
だ
け
は
受
け
継
い
で
く
れ
た
」
と
寂
し
げ

な
笑
み
を
浮
か
べ
る
。

　

世
界
経
済
の
根
幹
を
支
え
る
日
本
の
モ
ノ
づ
く

り
が
、
急
速
な
少
子
化
に
よ
る
労
働
人
口
の
減
少

に
よ
り
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
な
か
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど

の
大
学
と
連
携
し
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
現
場
で

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
展
開
す
る
一
般
財
団
法
人

教
育
医
療
国
際
交
流
財
団
（
京
都
市
下
京
区
富
小

路
通
五
条
下
ル
本
塩
竈
町
５
５
８
―
８
―
５
階
Ｂ
）

一
行
が
、５
月
１
日
に
東
大
阪
市
役
所
を
訪
問
。
市

議
や
中
小
企
業
団
体
の
代
表
ら
と
会
談
し
た
。

中小のモノづくり企業が
集積する東大阪市

金型製作に欠かせないゲージ類（2017
年３月「二十二人の匠展」より記者、撮影）

モノづくり企業の現状について述べる
野田彰子市議 （左） と安川昭雄会長

国際インターンシップ制度について説明する
岡村貞徳本部長 （左から２人目）

モノづくりのまちで国際インターンシップをモノづくりのまちで国際インターンシップを
モ
ノ
づ
く
り
を
通
し

モ
ノ
づ
く
り
を
通
し 〝
新
た
な
共
栄
圏
〞

〝
新
た
な
共
栄
圏
〞

丸山健ニ塾 2024 年塾生募集中

　受講期間は受講を開始してから 1 年間になります。前半 5 カ月間は、毎月 2 回、当塾が
目指す真文学の書き方、訓練方法をもとに、文章をお書きいただきます。その文章を事務
局にご提出いただきまして、それを塾長がオンラインにてその場で個別に添削します。何
がいいのか、何が悪いのか、一つひとつ、塾長が丁寧に指導していきます。1 回の受講時
間は 45 分になります。後半 7 カ月間は、毎月 1 回課題文をメール添付にて提出していた
だき、前半と同じように塾長がオンラインにて添削して指導していきます。

塾　　長：丸山健二
受講期間：受講開始月から 1年間（いつからでも始めることができます）
受 講 費：月額 33,000 円（税込み）。毎月月末お支払いの 12 回払い。初回
は初回講義開始日まで指定の銀行口座へお振込みをお願い致します。一括で
お支払いの場合は、税込み 316,800 円（月払いの 20％オフ）になります。
詳細は「いぬわし書房」ホームページにてこ確認ください。

丸山健ニプロフィール
1943 年、長野県飯山市に生れる。国立仙台電波高等学校
（現在の国立仙台電波工業高等専門学校の前身）卒業後、
東京の商社に勤務。1966 年『夏の流れ』で第 23 回文學
界新人賞を受賞。同年、同作で芥川賞を受賞し作家活動
に入る。68 年に郷里の長野県に移住後、文壇とは一線を
画した独自の創作活動を続ける。



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和６年５月１５日（水）

わ
せ
、「
德
治
昭
童
画
展
」

が
３
月
20
日
〜
31
日
に
八

尾
市
文
化
会
館
プ
リ
ズ
ム

ホ
ー
ル
３
階
展
示
室
・
光

の
プ
ラ
ザ
（
八
尾
市
光
町

２
）
で
開
か
れ
た
。

　

こ
の
展
覧
会
に
向
け

「
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
」

を
使
っ
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
見

事
に
達
成
。　

德
さ
ん
の

活
動
は
奥

さ
ん
で
あ

る
あ
い
さ

ん
（
55
）
が

し
っ
か
り
と

支
え
る
。
ま

さ
に
内
助
の

功
だ
。
夫
婦

二
人
三
脚
で

歩
ん
で
き
た

30
年
を
祝
福

す
る
た
め
、
遠
方
か
ら
も

フ
ァ
ン
が
駆
け
付
け
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
夫
婦
仲
良

く「
ほ
っ
こ
り
ワ
ー
ル
ド
」

を
八
尾
か
ら
全
国
へ
届
け

続
け
て
欲
し
い
。

童画家

德治昭さ　
　ん

活動30周年

横山機工株式会社
三陽アキュラシー株式会社
　　　 が合併し

代表作「らいおんサン」の前で、德夫妻

社長　横山利治
大阪市福島区海老江6-6-16
TEL 06-6452-0151

YKアキュラシー株式会社

　

ど
こ
が
税
金
教
室
な
の
か
と
い
う
と
、
タ
イ
ト
ル

だ
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
気
に
せ
ず
進
め
ま
す
。

　

日
本
人
は
あ
ま
り
聖
書
を
読
ま
な
い
よ
う
で
す

が
、
海
外
で
は
当
然
皆
さ
ん
が
読
ん
で
い
る
書
物
で

す
。
聖
書
に
は
新
約
聖
書
と
旧
約
聖
書
が
あ
り
ま

す
。
厳
密
に
は
ほ
か
に
も
あ
る
よ
う
で
す
が
。
聖
書

と
い
う
と
、
人
と
し
て
正
し
い

こ
と
と
は
何
か
と
い
う
指
南
書

的
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ど
う
も
違
う
よ

う
で
、
特
に
旧
約
聖
書
は
預
言

書
の
よ
う
で
す
。
エ
ゼ
キ
エ
ル

書
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
も
の
も

あ
り
、
読
ん
で
み
る
と
チ
ン
プ

ン
カ
ン
プ
ン
で
す
。
神
様
の
言

葉
を
そ
の
ま
ま
記
録
し
た
も
の

だ
か
ら
、
こ
の
先
世
界
で
何
が

起
こ
る
か
と
い
う
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。
神
か
ら
降

り
て
き
た
の
で
預
言
書
で
あ
る
が
、
中
身
は
予
言
書

で
あ
っ
た
り
す
る
。

　

今
、
中
東
で
起
き
て
い
る
こ
と
も
書
か
れ
て
い
る

よ
う
で
、
そ
の
あ
と
ロ
シ
ア
が
下
り
て
く
る
と
な
っ

て
い
る
ら
し
い
。
不
思
議
な
こ
と
に
預
言
書
の
通
り

に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
が
気
持
ち
悪

い
の
で
す
。

　

日
本
に
は
、「
大
本
神
諭
」
か
ら
始
ま
り
「
日
月

神
示
」
へ
と
自
動
書
記
に
よ
る
「
お
筆
先
」
と
呼
ば

れ
る
預
言
書
が
あ
り
ま
す
。
最
近
で
は
、
日
月
神
示

の
続
編
的
な
も
の
も
あ
り
、「
大
日
月
地
神
示
」
と

し
て
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
に
書
い
て
あ
る
こ
と
は
、
こ

の
地
球
が
い
ま
だ
か
つ
て
な
い

規
模
の
大
変
革
が
あ
る
と
い
う

も
の
。
人
口
が
半
分
以
下
に
な

る
と
い
う
記
述
も
あ
り
、
何
が

起
こ
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
日
月
神
示
の
預
言

書
の
と
お
り
に
世
の
中
が
変

わ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の

が
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
お
金
が
い
ら
な
く
な
る
よ
う
で
、
現
在
の
世
界

情
勢
か
ら
見
る
と
資
本
主
義
の
崩
壊
を
示
唆
し
て
い

る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。い
ず
れ
も
言
え
る
こ
と
は
、

世
の
た
め
人
の
た
め
に
生
き
る
「
魂
磨
き
」
を
促
さ

れ
て
い
て
、
自
分
の
都
合
だ
け
で
生
き
る
こ
と
が
終

わ
り
を
告
げ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

笑える笑える笑える
税金教室税金教室税金教室

53

税理士 上西　知

世のため人のために生きる

年
）
発
行
の
「
日
本
女
鑑

巻
二
」（
文
學
社
）
で
は

紫
式
部
が
女
性
の
鑑

か
が
みと
し

て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
―
。

　
「
今
を
さ
る
こ
と
九
百

余
年
前
一
条
天
皇
の
御
世

に
藤
原
為
時
の
女
、
紫
式

部
ハ
、
幼
き
時
よ
り
、
才

智
い
と
す
ぐ
れ
た
り
き
、

兄
惟
親
の
史
記
と
い
ふ
書

つ
け
（
躾
）」
と
い
う
字

は
身
に
美
し
い
と
書
く
。

自
然
で
正
し
い
ふ
る
ま
い

は
美
し
い
。

　

江
戸
は
世
界
一
の
大
都

市
で
も
あ
っ
た
の
で
言

葉
、
習
慣
、
風
俗
の
異
な

る
人
び
と
が
集
ま
っ
て
き

た
。
無
用
な
ト
ラ
ブ
ル
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
町
衆

は
英
知
を
集
め
て
、
す
れ

違
い
や
傘
を
か
し
げ
る
な

ど
の
「
江
戸
し
ぐ
さ
」
を

生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

雑
草
が
は
び
こ
る
よ
う

に
い
い
風
習
な
ど
は
駆
逐

さ
れ
か
ね
な
い
。
道
徳
を

身
に
つ
け
る
に
は
原
典
を

素
読
さ
せ
る
だ
け
で
い

い
。
座
禅
と
同
じ
境
地

に
さ
せ
る
。
科
目
は
原

書
講
読
「
四
書
」（「
論

語
」「
大
学
」「
中
庸
」「
孟

子
」）
と
す
る
。
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
ー
の
材
料
は
尽

き
な
い
。
今
の
子
ど
も
た

ち
は
情
報
通
で
あ
り
理
解

を
学
ぶ
を
、
傍
に
き
ゝ
ゐ

て
、
悉
く
之
を
暗
記
し
」

「
品
行
と
い
ひ
、
学
藝
と

い
ひ
、
式
部
の
ご
と
き
は

眞
に
婦
女
の
よ
き
亀
鑑
と

も
な
し
つ
べ
し
」

＊　

＊　

＊

　
「
失
わ
れ
た
30
年
」
の

間
に
い
じ
め
や
弱
者
虐
待

な
ど
が
社
会
問
題
化
し
た
。

小
学
校
で
は
２
０
１
８
年

度
、
中
学
校
は
19
年
度
か

ら
「
特
別
の
教
科
道
徳
」

が
始
ま
っ
た
。
非
道
徳
・

不
条
理
な
出
来
事
が
絶
え

な
い
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

　

道
徳
が「
頭
に
つ
く（
暗

記
）」
だ
け
で
「
身
に
つ

い
て
」
い
な
い
か
ら
だ
。

実
学
で
あ
り
実
践
知
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
し

　

放
送
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
「
光
る
君
へ
」
は

紫
式
部
の
物
語
で
あ
る
。

漢
学
者
の
父
が
音
読
す
る

漢
籍
を
そ
ば
に
い
る
学
問

好
き
の
娘
・
ま
ひ
ろ
（
紫

式
部
）
は
そ
ら
ん
じ
て
い

た
。
父
は
「
男
児
で
あ
れ

ば
…
」
と
惜
し
ん
だ
と
い

う
。

　

明
治
25
年
（
１
８
９
２

力
も
高
い
。
国
会
中
継
や

ニ
ュ
ー
ス
で
子
ど
も
か
ら

「
指
を
さ
さ
れ
る
」
大
人

ほ
ど
哀
れ
な
も
の
は
な
い

だ
ろ
う
。

　

本
書
は
、
現
在
の
す
さ

ん
だ
砂
漠
社
会
に
現
れ
た

貴
重
な
オ
ア
シ
ス
だ
。
さ

ら
に
文
脈
の
解
釈
だ
け
で

な
く
漢
字
の
構
造
や
使
い

方
の
解
説
に
つ
い
て
も
詳

し
い
。
な
る
ほ
ど
の
連
続

で
あ
る
。
日
頃
使
わ
な
く

な
っ
た
思
考
回
路
に
刺
激

を
与
え
て
く
れ
た
。

　

蛇
足
な
が
ら
、
記
者
が

勤
務
し
て
い
た
会
社
の
社

是
は
「
日
に
新
た
」
―
今

日
の
「
わ
れ
」
は
昨
日
の

「
わ
れ
」
に
あ
ら
ず
、
明

日
の
「
わ
れ
」
は
今
日
の

「
わ
れ
」
に
と
ど
ま
る
べ

か
ら
ず
―
だ
っ
た
。
80
年

代
か
ら
海
外
進
出
が
盛
ん

に
な
り
「
Ｈ
ｉ
ｎ
ｉ
Ａ

ｒ
ａ
ｔ
ａ
」
と
英
訳
さ
れ

て
い
る
。

致
知
出
版
社　
定
価
１
、７
６
０
円
（
税
込
み
）

石
井　
勲
著

は
じ
め
て

読
む
人
の
「
大
学
」
講
座

【
著
者
紹
介
】
石
井
勲
（
い
し
い
・
い
さ
お
）

　

１
９
１
９
〜
２
０
０
４
年
。
山
梨
県
生
ま
れ
。
大
東
文

化
学
院
（
現
・
大
東
文
化
大
学
）
卒
業
後
、
応
召
。
戦
後
、

高
等
学
校
教
諭
と
し
て
初
め
て
教
壇
に
立
つ
。
そ
の
後
、

小
・
中
学
校
の
教
諭
を
務
め
る
。
小
学
校
教
諭
時
代
に
石

井
式
漢
字
教
育
指
導
法
を
次
々
と
発
表
。
１
９
７
０
年
以

降
、
大
東
文
化
大
学
幼
少
教
育
研
究
所
所
長
、
同
大
学
付

属
幼
稚
園
青
桐
幼
稚
園
園
長
、
松
下
政
経
塾
講
師
、
石
井

式
国
語
教
育
研
究
会
会
長
、
国
語
問
題
協
議
会
副
会
長
、

日
本
漢
字
教
育
振
興
協
会
理
事
長
な
ど
を
歴
任
。
１
９
７

３
年
第
６
回
世
界
人
類
能
力
開
発
会
議
（
グ
レ
ン
ド
ー
マ

ン
博
士
主
催
）
で
金
賞
受
賞
。
１
９
８
９
年
第
37
回
菊
池

寛
賞
受
賞
。「
幼
児
は
み
ん
な
天
才
」「
漢
字
興
国
論
」（
と

も
に
日
本
教
文
社
）、「
０
歳
か
ら
始
め
る
脳
内
開
発
」（
蔵

書
房
）、「
頭
が
い
い
親
の
３
歳
か
ら
の
子
育
て
」（
コ
ス

モ
ト
ゥ
ー
ワ
ン
）、「
石
井
方
式
、
幼
児
の
た
め
の
日
本
語

塾
」（
登
龍
館
）
な
ど
著
書
多
数
。

池田大興氏

二

秀
忠
が
父
家
康
を
怖
れ
た
理わ

由け

松
下
政
経
塾
で
行
わ
れ
た「
大
学
」の
講
義
と
古
典
集
中
講
義

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
と
き
に
、
子
ど

も
自
身
が
自
分
に
は
で
き

な
い
と
勝
手
に
自
分
の
限

界
を
決
め
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ど
ん

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
１

７
８
９
年
の
市
民
革
命

で
封
建
主
義
体
制
が
崩

壊
し
、
自
由
主
義

の
資
本
主
義
時
代

を
迎
え
る
と
、
１

８
３
０
年
代
に
始

ま
る
産
業
革
命
に

よ
っ
て
、
多
く
の

労
働
者
や
無
産
市

民
が
職
を
求
め
て
パ
リ

に
押
し
寄
せ
ま
し
た
。

や
む
な
く
彼
ら
は
３
階

大
小
の
糞
尿
と
悪
臭
ま

み
れ
で
す
。

　

こ
れ
に
困
っ
た
女
性

た
ち
は
、
可
能
な
限
り

こ
れ
を
踏
み
避
け
る
た

め
に
か
か
と

4

4

4

が
尖
っ
た

靴
を
履
き
だ
し
た
の
で

す
。

　

こ
れ
が
今
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ア
イ
テ
ム
に

な
っ
て
い
る
ハ
イ
ヒ
ー

ル
の
起
源
な
の
で
す
。

や
４
階
建
で
、
狭
く
生

活
環
境
の
悪
い
ア
パ
ー

ト
メ
ン
ト
と
呼
ば
れ
た

集
合
住
宅
に
ひ
し

め
く
よ
う
に
住
み

始
め
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

当
然
各
部
屋
に

は
ト
イ
レ
が
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
窓
か

ら
容
赦
な
く
糞
尿
が

降
っ
て
き
ま
す
。
お
か

げ
で
パ
リ
中
の
通
路
は

歴史こぼれ話歴史こぼれ話
ハイヒール

（
Ｎ
・
Ｋ
）

神託100文字100文字
歴史小説歴史小説

作
家
・
株
式
会
社
レ
プ
 ト
ン
代
表
取
締
役

真
弓
創

　

後
ろ
盾
の
帝
が
崩
御
し
左
遷
さ
れ

た
道
鏡
。

　

か
つ
て
神
託
に
よ
り
皇
位
す
ら
得

ん
と
し
た
男
の
最
後
だ
が
彼
は
微
笑

ん
で
い
た
。

　
「
私
が
天
皇
に
な
れ
ば
天
下
太
平

に
、
か
。
天
下
太
平
な
ど
存
在
せ

ぬ
。
あ
れ
は
、
私
は
天
皇
に
な
れ
ぬ

と
い
う
神
託
だ
っ
た
の
だ
」

子
育
て
エ
ッ
セ
ー
㉚

視
点
が
増
え
る
会
話
を

Ｂ
Ｙ
Ｂ
Ｓ
非
認
知
能
力
育
児
コ
ー
チ

東
口
る
み

な
風
に
接
し
て
あ
げ
れ
ば

良
い
か
悩
む
場
面
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
ち
ら
が
、「
大
丈
夫
だ

よ
！　

で
き
る
よ
！
」
と

促
し
て
も
、子
ど
も
は
「
絶

対
無
理
だ
よ
！
」
と
反
論

し
て
く
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
ん
な
と
き
に
は
視
点

が
増
え
る
よ
う
な
会
話
を

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
「
来
年
（
２
年
生
な
ら

ば
３
年
生
）
に
な
っ
た
と

き
に
自
分
の
こ
と
を
ど
ん

な
風
に
語
っ
て
い
た
い
？

　
「
ど
う
や
っ
た
ら
楽
し

ん
で
や
れ
る
の
か
な
？
」

　
「
や
っ
た
場
合
と
や
ら

な
か
っ
た
場
合
は
何
が
変

わ
る
の
か
な
？
」

　
「
も
し
や
り
た
い
よ
う

に
で
き
る
な
ら
ば
ど
う
す

る
？
」

　

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が

自
分
の
言
葉
で
答
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ

し
て
、
そ
の
答
え
た
こ
と

で
、
自
分
を
知
る
き
っ
か

け
に
し
て
あ
げ
て
欲
し
い

の
で
す
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
た
と

か
、し
な
い
と
か
よ
り
も
、

そ
の
機
会
を
、
会
話
を
広

げ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た

ち
の
今
後
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
つ
な
げ
て
あ
げ
る
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

そ
し
て
、
周
り
の
価
値

観
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
自
分
の
価
値
観
に
、

何
と
な
く
で
も
気
づ
い
て

い
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
だ
幼
い
お
子
様
の
場

合
は
、
自
分
の
感
じ
た
言

葉
を
表
せ
な
い
場
合
も
あ

り
、
も
ど
か
し
さ
を
感
じ

る
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、

ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け

て
支
援
し
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
１
つ
に
し

て
も
話
す
こ
と
で
抑
圧
さ

れ
た
感
情
が
出
て
く
る
場

合
も
あ
る
し
、イ
ラ
イ
ラ
・

不
安
な
ど
を
抱
え
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
を
語
る
こ
と
で
ス
ッ

キ
リ
し
て
、
挑
戦
す
る
こ

と
を
躊た

め
ら躇
っ
て
い
た
こ
と

が
解
消
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

５
月
は
頭
と
心
の
交
通

整
理
を
し
て
あ
げ
る
こ
と

で
、
歩
み
や
す
く
な
り
ま

す
。

　

ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
れ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

社
是
「
日
に
新
た
」
は
、

創
業
者
が
「
大
学
」
か
ら

採
用
し
た
と
教
え
ら
え
て

き
た
。
本
書
で
は
「
湯
の

盤
の
銘
に
曰
く
」
に
お
い

て
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い

る
。

＊　

＊　

＊

　
「
は
じ
め
て
読
む
人
の

『
大
学
』
講
座
」は
松
下
政

経
塾
で
行
わ
れ
た
著
者
の

「
大
学
」の
講
義
と
古
典
集

中
講
義
を
一
書
に
ま
と
め

上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
巻

末
に
は
「
大
学
」
の
全
文

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

１
０
０
０
年
も
前
に
も

読
ま
れ
て
い
た
史
記
が
明

治
時
代
の
教
科
書
に
記
さ

れ
て
い
た
。
江
戸
・
幕
末
・

明
治
の
「
知
」
の
先
人
た

ち
は
四
書
を
幼
い
こ
ろ
か

ら
学
び
自
己
修
養
に
励
ん

だ
。

　

こ
ん
な
世
の
中
ゆ
え
に

「
温
故
知
新
」
を
大
切
に

し
た
い
。
（
石
河
亮
平
）

展
示
会

わ
た
し
の
源
氏
物
語

わ
た
し
の
源
氏
物
語

Ｙ
Ｋ
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
㍿   

Ｙ
Ｋ
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
㍿   
に

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

中
河
内
か
ら
14
人

春
の
褒
章
中
河
内
か
ら
３
人

春
の
勲
章
中
河
内
か
ら
14
人

　
「
秘
帖
酒
井
藩
大
坂
参
陣
録
」
は
柳
生

宗む
ね
の
り矩
に
よ
っ
て
高
田
城
か
ら
持
ち
出
さ
れ

る
。
そ
こ
に
は
、慶
長
二
十
年（
一
六
一
五

年
）
五
月
五
日
、
即
ち
大
坂
夏
の
陣
決
戦

の
日
の
二
日
前
か
ら
記
載
が
始
ま
っ
て
い

た
。

　

将
軍
秀
忠
が
率
い
る
八
万
の
東
（
徳

川
）
軍
本
隊
は
京
街
道
を
進
ん
で
宇
治

川
、
木
津
川
を
渡
河
し
、
男
山
八
幡
の
麓

か
ら
東
高
野
街
道
に
入
っ
て
洞ほ

ら
ケ
峠

と
う
げを
越

え
、星
田
に
向
か
っ
て
い
た
。
将
軍
家（
秀

忠
公
）
の
隊
の
す
ぐ
後
ろ
を
五
万
の
兵

を
率
い
る
前
将
軍
、
家
康
公
の
軍

が
つ
い
て
お
ら
れ
る
。
両
軍
合
わ

せ
、
十
三
万
も
の
大
軍
が
京
の
街

か
ら
何
里
に
も
わ
た
っ
て
雨
上
が

り
の
蒸
し
暑
い
街
道
を
進
軍
し
て

き
た
。

　
「
此こ

た
び度
の
戦
は
鎧
を
着
け
る
要
も
な
し
」

と
家
康
公
は
普
段
着
の
ま
ま
、
駕か

ご籠
で
の

行
軍
で
あ
る
。年
齢
が
七
十
四
に
も
な
り
、

こ
の
暑
さ
の
な
か
、
鎧
を
着
け
騎
馬
で
移

動
す
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
。
将
軍
家
に

従
う
大
名
た
ち
に
は
家
康
公
の
前
を
行
軍

す
る
の
は
針
の
筵

む
し
ろを
進
む
よ
う
で
あ
る
。

些
細
な
こ
と
で
も
何
か
叱
責
を
賜
れ
ば
、

直
ち
に
城
も
領
地
も
失
う
か
ら
だ
っ
た
。

　

三
十
七
歳
に
な
ら
れ
た
将
軍
家
だ
が
、

い
ま
だ
に
お
父
上
に
は
何
一
つ
反
論
で
き

ず
、
何
か
ら
何
ま
で
お
指
図
を
仰
い
で
お

ら
れ
た
。

　

そ
の
理わ

け由
は
十
五
年
前
に
遡

さ
か
の
ぼる
。

　

五
大
老
筆
頭
の
家
康
公
が
五
奉
行
筆
頭

の
石
田
三
成
一
派
と
美
濃
の
関
ケ
原
で
豊

太
閤
亡
き
後
の
「
天
下
分
け
目
の
決
戦
」

を
さ
れ
た
と
き
の
こ
と
。
秀
忠
公
は
徳
川

軍
本
隊
を
率
い
ら
れ
、
中
仙
道
を
美
濃
の

決
戦
場
へ
と
急
ぐ
身
で
あ
り
な
が
ら
、
三

成
側
に
つ
い
た
真さ

な
だ田
昌ま

さ
ゆ
き幸
の
信
州
上
田
城

攻
め
に
徒

い
た
ず
らに
時
を
費
や
し
て
、
た
め
に
関

ケ
原
の
決
戦
に
遅
参
な
さ
れ
た
の
だ
。
本

隊
が
間
に
合
わ
ず
と
も
、故
太
閤
（
秀
吉
）

の
配
下
に
あ
っ
た
外と

様ざ
ま
の
大
名
を
家
康
公

が
老
練
に
使
い
こ
な
さ
れ
た
こ
と
や
、
家

康
公
の
画
策
に
よ
っ
て
西
（
石
田
・
毛
利
）

軍
か
ら
寝
返
る
将
が
出
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
関
ケ
原
の
決
戦
は
東
（
徳
川
）
軍
の

大
勝
利
に
終
わ
っ
た
。

　

決
戦
に
遅
参
し
た
秀
忠
公
は
家
康
公
か

ら
厳
し
い
叱
責
を
受
け
ら
れ
る
。
家
康
公

は
余
程
の
お
怒
り
だ
っ
た
と
見
え
、
秀
忠

公
の
廃

は
い
ち
ゃ
く嫡
案
ま
で
提
案
さ
れ
た
。
大
久
保

忠た
だ
ち
か隣
、
本
多
正ま

さ
の
ぶ信
、
本
多
忠た

だ

勝か
つ
ら
を
召
さ

れ
て
、
家
康
公
は
次
男
秀ひ

で

康や
す

公
、
三
男
秀

忠
公
、
四
男
忠た

だ

吉よ
し

公
の
な
か
で
、
誰
が
自

分
の
後
継
に
相ふ

さ
わ応
し
い
か
と
問
わ
れ
る
。

諸
将
は
家
康
公
が
秀
忠
公
を
廃
嫡
な
さ
る

気
だ
と
悟
っ
た
。
で
あ
れ
ば
、
三
人
の
中

で
一
番
勇
猛
な
秀
康
公
を
推
す
者
が
増
え

る
の
は
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
る
。

　

次
男
秀
康
公
は
十
歳
の
時
、
羽
柴
秀
吉

の
養
子
と
し
て
大
坂
に
引
き
取
ら
れ
た
。

た
め
に
徳
川
家
長
男
の
信の

ぶ

康や
す
が
亡
く
な
っ

て
い
て
も
嫡
男
に
は
な
れ
ず
、
羽
柴
秀
康

と
名
乗
っ
て
き
た
が
、
秀
吉
公
に
男
子
が

生
ま
れ
る
と
、
関
東
の
結ゆ

う
き城
家
の
養
子
に

出
さ
れ
た
。
関
ケ
原
の
戦
い
で
は
家
康
公

の
命
を
受
け
、
宇
都
宮
に
陣
を
布し

き
、
見

事
上
杉
の
南
下
を
抑
え
た
。
他
家
の
将
と

思
っ
て
き
た
徳
川
家
の
家
臣
団
も
、
こ
の

戦
功
に
よ
っ
て
秀
康
を
見
直
す
こ
と
に
な

る
。
従
っ
て
、
多
く
の
家
臣
が
家
康
公
に

忖
度
し
、
秀
康
を
推
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

秀
忠
を
推
す
の
は
、
幼
き
秀
忠
の
守
り

役
だ
っ
た
大
久
保
忠
隣
た
だ
一
人
で
あ
る
。

　
「
家
康
公
の
後
継
と
し
て
天
下
を
治
め

る
将
軍
と
成
る
者
は
、
文
武
兼
備
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
」
と
忠
隣
は
声
を
大
に

し
て
一
歩
も
引
か
な
か
っ
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
収
拾
が
つ
か

ず
、
一
旦
解
散
と
な
る
。

　

数
日
後
、
家
康
公
は
そ
の
者
た

ち
を
も
う
一
度
集
め
、今
度
は「
忠

隣
の
申
す
こ
と
、
尤
も
な
り
」
と

秀
忠
公
の
廃
嫡
案
を
取
り
消
さ
れ
た
。

　

秀
忠
公
は
ほ
っ
と
さ
れ
た
。
何
か
ら
何

ま
で
大
御
所
（
家
康
公
）
の
ご
指
示
通
り

に
す
る
よ
う
神
経
を
使
わ
れ
る
の
も
、
そ

ん
な
体
験
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

た
だ
大
久
保
忠
隣
の
話
は
こ
れ
で
終
わ

ら
な
い
。

　

家
康
公
は
納
得
の
上
で
忠
隣
の
意
見
を

容
れ
ら
れ
た
筈
だ
が
、
上
司
の
自
分
に
楯

を
突
い
た
忠
隣
を
心
底
か
ら
お
許
し
で
は

な
か
っ
た
よ
う
だ
。
秀
忠
公
に
引
き
立
て

ら
れ
、
老
中
に
ま
で
昇
っ
た
忠
隣
だ
が
、

七
年
後
に
大
御
所
か
ら
理
由
も
な
く
老
中

を
解
任
さ
れ
、
三
年
後
、
即
ち
一
昨
年
の

こ
と
だ
が
、
憐
れ
に
も
忠
隣
は
改
易
に

な
っ
て
い
る
。

秘
帖
酒
井
藩
大
坂
参
陣
録

秘
帖
酒
井
藩
大
坂
参
陣
録

霧
山
文
三
郎

歴史小説

非認知能力コーチング
QR コード

　

新
学
期
が
始
ま
り
、
子

ど
も
も
大
人
も
挑
戦
す
る

機
会
が
増
え
る
と
き
で
は

さ
ら
に
強
く
な
る
と
横
山

利
治
社
長
（
60
）
は
決
断

し
た
。

　

同
社
は
昭
和
46
年
に
東

京
営
業
所
を
開
設
、
昭
和

47
年
に
東
大
阪
営
業
所
を

開
設
、
平
成
５
年
に
平
塚

営
業
所
を
開
設
。
常
に
新

し
い
こ
と
に
取
り
組
み
つ

つ
業
績
を
伸
ば
し
て
き

た
。

　

横
山
社
長
は
早
稲
田
大

学
理
工
学
部
卒
業
後
同
社

　

昭
和
28
年
創
業
の
横
山

機
工
株
式
会
社
（
大
阪
市

福
島
区
海
老
江
６
―
６
―

16
）
が
、
関
連
会
社
三
陽

ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
株
式
会
社

と
合
併
し
、
４
月
21
日
か

ら
Ｙ
Ｋ
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
株

式
会
社
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
。横
山
機
工
は
機
械
・

機
器
・
工
具
販
売
商
社
、

三
陽
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
は
加

工
業
だ
。
２
社
を
１
社
に

す
る
こ
と
で
、
相
乗
効
果

に
よ
り
企
業
の
持
つ
力
が

に
入
社
し
、
創
業
者
で
あ

る
父
親
の
背
中
を
見
な
が

ら
仕
事
を
学
ん
だ
。
平
成

17
年
に
２
代
目
社
長
に
就

任
。
大
阪
府
中
小
企
業
家

同
友
会
東
大
阪
西
支
部
で

企
業
経
営
の
真
髄
を
学

び
、挑
戦
を
続
け
て
き
た
。

平
成
22
年
に
は
本
社
に
隣

接
し
て
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
を
開
設
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
に
よ
る
切

断
加
工
を
始
め
る
。
レ
ー

　

八
尾
で
愛
さ
れ
て
い
る

童
画
家
、
德
治
昭
さ
ん

（
55
）
が
活
動
30
周
年
を

迎
え
た
。

　

一
昨
年
に
八
尾
市
文
化

賞
を
受
賞
し
た
記
念
も
あ

　

展
示
会
「
わ
た
し
の
源

氏
物
語
」
が
４
月
19
日
〜

21
日
に
八
尾
市
文
化
会
館

プ
リ
ズ
ム
ホ
ー
ル
３
階
展

示
室
（
八
尾
市
光
町
２
）

で
開
か
れ
た
。

　
「
源
氏
物
語
」
を
書
・

篆
刻
・
イ
ラ
ス
ト
・
写
真
・

和
装
・
現
代
ア
ー
ト
で
表

現
。
12
人
の
表
現
者
が
出

　

警
察
官
、
消
防
士
、
自

衛
官
ら
危
険
性
の
高
い
業

務
に
従
事
す
る
人
を
顕
彰

す
る
「
危
険
業
務
従
事
者

叙
勲
」
の
受
章
者
が
発
表

さ
れ
、
中
河
内
（
東
大
阪

市
・
八
尾
市
・
柏
原
市
）

か
ら
14
人
が
選
ば
れ
た
。

発
令
は
４
月
29
日
。
敬
称

略
。

瑞
宝
双
光
章

雨
宮
育
夫
61　

元
３
等
海

佐　

柏
原
市

石
谷
弘
一
61　

元
３
等
陸

佐　

八
尾
市

岡
本
輝
昭
74　

元
警
部　

柏
原
市

恩
塚
正
義
74　

元
警
部　

八
尾
市

木
ノ
下
和
雄
61　

元
３
等

陸
佐　

八
尾
市

塚
原
伸
一
65　

元
大
阪
市

消
防
司
令
長　

東
大
阪
市

渡
邉
淳
64　

元
大
阪
市
消

防
監　

八
尾
市

瑞
宝
単
光
章

板
倉
利
晴
74　

元
警
部　

藍
綬
褒
章

池
田
大
興
78　

保
護
司　

八
尾
市

　

春
の
勲
章
の
受
章
者
が

発
表
さ
れ
、
中
河
内
か
ら

14
人
が
選
ば
れ
た
。
旭
日

章
は
各
分
野
で
顕
著
な
功

績
が
あ
っ
た
人
、
瑞
宝
章

は
公
共
の
業
務
に
長
年
従

事
し
た
人
が
対
象
。
発
令

は
４
月
29
日
。
敬
称
略
。

旭
日
小
綬
章

浅
田
恒
博
70　

元
日
本
税

理
士
会
連
合
会
副
会
長　

柏
原
市

梯
信
勝
70　

元
府
議　

東

大
阪
市

杉
本
春
夫
77　

元
八
尾
市

議　

八
尾
市

瑞
宝
小
綬
章

辻
誠
一
70　

元
大
阪
国
税

局
徴
収
部
長　

八
尾
市

旭
日
双
光
章

山
村
万
里
子
73

元
府
薬

剤
師
会
常
務
理
事　

八
尾
市

瑞
宝
双
光
章

児
玉
広
子
71　

学
校
薬
剤

師　

八
尾
市

堯
孝
純
74　

保
護
司　

東

大
阪
市

和
田
孝
江
86　

元
公
立
小

学
校
長　

東
大
阪
市

旭
日
単
光
章

池
上
淳
子
76　

元
大
阪
商

工
会
議
所
女
性
会
会
長　

東
大
阪
市

中
田
良
文
83　

元
中
田
製

作
所
会
長　

八
尾
市

野
出
英
夫
70　

府
環
境
水

質
指
導
協
会
副
会
長　

柏

原
市

瑞
宝
単
光
章

川
崎
弥
寿
子
61　

元
大
阪

国
際
が
ん
セ
ン
タ
ー
看
護

部
長　

東
大
阪
市

中
尾
吉
之
78　

民
生
・
児

童
委
員　

東
大
阪
市

平
岡
真
紀
57　
「
南
河
学

園
」
主
任
保
育
士　

柏
原

市

ザ
ー
で
は
切
る
こ
と
が
で

き
な
い
特
殊
な
加
工
を
こ

な
し
、
業
界
内
外
で
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
。

　

Ｙ
Ｋ
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー

は
、
唯
一
無
二
な
モ
ノ
を

生
み
出
し
続
け
、
業
界
を

牽
引
す
る
だ
ろ
う
。

展
し
た
。

　

着
物
・
帯
地
で
作
っ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
に

よ
る
衣
装
（
チ
グ
サ
・
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
）
を
国
内
外

へ
向
け
て
発
信
し
続
け
て

い
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
伊
藤
千

草
さ
ん
（
70
）
＝
写
真
＝

も
出
展
。

　

自
作
の
衣
装
を
身
に
纏

い
、
来
場
者
に
チ
グ
サ
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
披
露
し

て
い
た
。

柏
原
市

黒
田
吉
春
74　

元
警
部
補

八
尾
市

田
中
俊
雄
65　

元
海
上
保

安
官　

八
尾
市

田
原
正
伸
61　

元
３
等
陸

尉　

八
尾
市

仲
川
千
秋
74　

元
警
部　

八
尾
市

西
尾
薫
73　

元
八
尾
市
消

防
司
令　

八
尾
市

藤
本
光
伸
74　

元
警
部　

八
尾
市

　

春
の
褒
章
の
受
章
者
が

発
表
さ
れ
、
中
河
内
か
ら

３
人
が
選
ば
れ
た
。
３
人

は
公
共
の
仕
事
に
尽
く
し

た
人
ら
を
た
た
え
る
「
藍

綬
褒
章
」
を
受
章
し
た
。

発
令
は
４
月
29
日
。
敬
称

略
。

デ
　
ザ

イ
ナ
ー

伊
藤
千
草
さ
ん
も
出
展

ウ
ォ
ー
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
の
前
で
、
横
山
利
治
社
長

大
平
真
司
67　

府
医
師
会

理
事　

八
尾
市

櫻
井
陸
郎
76　

保
護
司　

東
大
阪
市

新 刊 案 内
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左から杉山三記雄さん、坂上弘子さん、
足代健二郎さん、中野裕介さん

は
２
０
０
年
以
上
続
い
た

「
大
船
建
造
の
禁
」
を
撤

廃
し
、
各
藩
に
大
型
船
や

砲
台
の
整
備
を
認
め
、
海

舟
の
提
案
に
基
づ
き
軍
備

拡
大
へ
と
舵
を
切
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

　

ペ
リ
ー
は
米
フ
ィ
ル
モ

ア
大
統
領
の
国
書
に
対
す

る
回
答
を
１
年
後
に
せ
よ

と
言
い
残
し
て
帰
国
。
つ

ま
り
「
開
国
せ
よ
」
で
す
。

ア
メ
リ
カ
は
貿
易
や
漂
流

民
の
保
護
を
望
み
、
太
平

洋
で
操
業
す
る
捕
鯨
船
の

補
給
基
地
と
し
て
、
さ
ら

に
中
国
・
清
と
結
ぶ
太
平

洋
航
路
の
中
継
基
地
と
し

て
の
機
能
を
目
論
ん
で
い

た
よ
う
で
す
。

　

翌
年
の
１
８
５
４
年
、

再
び
来
航
し
た
ペ
リ
ー
は

日
米
和
親
条
約
を
結
び
、

下
田
と
箱
館
（
函
館
）
を

開
港
、
イ
ギ
リ
ス
や
ロ
シ

ア
、
オ
ラ
ン
ダ
と
も
同
様

の
条
約
を
締
結
し
交
易
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

開
明
派
の
老
中
・
阿
部

正
弘
は
世
界
情
勢
か
ら
し

て
異
国
の
船
に
対
抗
す
る

の
は
も
は
や
得
策
で
な

い
、
む
し
ろ
海
軍
防
備
が

急
務
と
、
神
戸
海
軍
操
練

所
創
設
な
ど
で
施
設
や
体

制
を
整
え
た
の
で
す
。
海

舟
の
提
案
が
実
現
し
て
い

き
ま
す
。

　

特
に
、
幕
府
が
危
機
感

を
持
っ
て
い
た
の
は
１
８

４
０
年
か
ら
42
年
ま
で
英

国
と
清
国
の
間
で
起
き
た

「
ア
ヘ
ン
戦

争
」（
イ
ン

ド
で
製
造
し
た
ア
ヘ
ン
を

中
国
・
清
に
輸
出
し
て
巨

額
の
利
益
を
得
て
い
た
英

国
と
の
戦
争
。
英
国
は
香

港
を
割
譲
し
、
強
引
に
広

州
、
厦
門
、
福
州
、
寧
波
、

上
海
を
開
港
さ
せ
た
）
で

し
た
。

　

吉
田
松
陰
が
こ
の
列
強

の
剛
腕
ぶ
り
を
知
る
の
が

16
歳
の
時
。「
大
変
だ
、
こ

ん
な
こ
と
が
日
本
に
起
き

た
ら
中
国
と
同
じ
事
態
に

な
る
」
と
激
し
く
危
機
感

を
感
じ
、
21
歳
の
と
き
に

長
崎
で
オ
ラ
ン
ダ
船
を
見

て
、「
も
う
あ
り
得
な
い
」

と
考
え
を
改
め
た
の
で
す
。

　

海
舟
は
ア
ヘ
ン
戦
争
勃

発
時
、
18
歳
で
し
た
。
22

歳
の
と
き
に
初
め
て
佐
久

　

１
８
５
３
年
は
ペ
リ
ー

来
航
の
年
。
嘉
永
６
年
６

月
３
日
（
太
陽
暦
７
月
８

日
）
午
後
５
時
ご
ろ
、
浦

賀
沖
に
黒
煙
を
吐
く
黒
船

４
隻
が
陣
形
を
組
ん
で
向

か
っ
て
き
ま
す
。
見
た
こ

と
も
な
い
大
き
な
鉄
の
船

に
仰
天
、
浜
は
右
往
左
往

す
る
人
た
ち
で
驚
天
動
地

の
騒
ぎ
。
映
画
的
に
言
え

ば
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
の
象
徴

的
な
シ
ー
ン
で
し
ょ
う

か
。

　

も
う
１
つ
の
１
８
５
３

年
は
蘭
学
者
・
勝
麟
太
郎

（
海
舟
）
が
世
に
出
た
年

で
す
。
列
強
に
よ
る
植
民

地
化
を
恐
れ
る
幕
府
に
は

妙
案
も
な
く
、
異
例
の
一

般
公
募
で
海
舟
の
海
防
論

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
開

明
派
の
老
中
・
阿
部
正
弘

読読
楽楽

帳帳 夢野悠人
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間
象
山
を
訪
ね
ま
し
た
。

今
ま
で
道
場
の
免
許
皆
伝

を
許
さ
れ
る
ほ
ど
剣
術
に

没
頭
し
て
い
た
海
舟
で
し

た
が
、
も
う
「
剣
の
時
代
」

で
は
な
い
と
、
オ
ラ
ン
ダ

語
を
学
び
始
め
て
い
ま
す
。

儒
学
の
先
生
だ
っ
た
佐
久

間
象
山
も
大
砲
の
製
造
を

学
び
、
後
に
は
蘭
学
の
大

家
と
な
り
、
幕
末
の
思
想

家
と
し
て
多
く
の
弟
子
を

育
て
ま
す
。
ア
ヘ
ン
戦
争

は
勝
海
舟
、
吉
田
松
陰
、

河
井
継
之
助
ら
に
多
大
な

影
響
を
与
え
ま
し
た
。

勝
麟
太
郎
が
世
に
出
る

鶏と
り
の
啼こ

声え

と
肌
寒
さ
で
目
が
覚
め
た
。

　

庭
に
出
る
と
、
先
に
起
き
て
鶏
た
ち
と

戯た
わ
むれ
て
い
た
赤あ

か
ま
つ
の
り

松
則
村む

ら
が
濡
縁
に
並
ん
で

座
り
、

　
「
随
分
と
魘う

な

さ
れ
て
お
ら
れ
た
が
、
こ

こ
は
も
う
鈴
鹿
で
ご
ざ
る
」

と
、
残
り
の
餌
を
地
面
に
散
布
し
た
。

闘
い
ぬ
あ
わ
せ
犬
の
日
以
降
、
鎌
倉
市
街
で
背
後
に

何
者
か
の
気
配
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
新
十
郎
の〝
正
体
〞を
見
抜
い
た
佐
々

木
判
官
（
高た

か
う
じ氏
）
が
内な

い
か
ん
れ
い

管
領
配
下
に
密
告

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
気
配
が
殺
気
に
変
わ

っ
た
の
は
二
カ
月
前
の
夕
刻
、
化け

わ
い
ざ
か

粧
坂
の

辺
り
だ
っ
た
。

　

追
手
は
三
人
…
、
い
や
四
人
。

　

微
か
な
抜
刀
音
と
共
に
新
十
郎
が
走
り
出
す
と
、
横

合
い
か
ら
も
数
名
の
直ひ

た
た
れ垂
姿
が
現
れ
、
追
手
の
前
に

立
ち
は
だ
か
り
鯉
口
を
切
っ
た
。
元
締
と
お
ぼ
し
き

覆
面
の
男
が
「
こ
ち
ら
へ
」
と
導
く
。
坂
を
下
り
佐さ

介す
け

流
北
条
邸
の
陰
に
隠
れ
た
所
で
、
覆
面
を
脱
い
だ

男
が
「
あ
れ
は
、
五ご

大だ
い
い
ん院
の
手
の
者
た
ち
じ
ゃ
、
貴

殿
は
も
う
鎌
倉
を
離
れ
た
方
が
よ
い
」
と
警
告
し
た
。

　
〝
も
う
一
人
の
高
氏
〞
こ
と
足あ

し

利か
が

治じ
ぶ
の部
大だ

ゆ
う輔
で
あ
る
。

敵
を
捲ま

い
て
追
っ
て
来
た
配
下
に
「
梶
原
の
楠
木
邸

ま
で
お
送
り
せ
よ
」
と
命
じ
た
か
れ
は
、

　

―
い
ず
れ
ま
た
、
日ひ

の野
俊と

し
も
と基
ど
の
―

と
、
笑
み
を
残
し
て
夕
闇
に
消
え
た
。

　

朝
餉
の
席
、
新
十
郎
に
上
座
を
勧
め
な
が
ら
則
村

が
言
う
。

　
「
い
ま
し
ば
ら
く
某

そ
れ
が
しの
家
人
で
お
ら
れ
よ
。
京
ま
で

後
三
日
。
蹴け

あ
げ上
ま
で
俊と

し

親ち
か
ど
の
が
迎
え
に
来
ら
れ
る
。

八
郎
ど
の
た
ち
と
は
そ
こ
で

お
別
れ
い
た
す
」

　

鎌
倉
か
ら
京
へ
と
戻
る
赤

松
の
旅
団
に
は
、
楠
木
正
成

の
異
母
弟
・
八
郎
正ま

さ
い
え家
と
そ

の
母
が
伴
わ
れ
て
い
る
。

　

正
成
の
参
勤
中
、
か
れ
ら

は
楠
木
の
本
拠
地
で
あ
る
河

内
で
過
ご
す
。
か
れ
ら
の
父
・

正ま
さ
と
お遠
の
幼
馴
染
で
あ
る
前
の

内
管
領
・
長
崎
高た

か
つ
な綱
の
温
情

と
の
こ
と
だ
。

　

一
行
は
草
津
か
ら
琵
琶
湖

畔
を
西
に
進
ん
だ
。
瀬
田
の

橋
を
渡
っ
た
辺
り
で
馬
を
止

め
た
正
家
が
、

　
「
こ
こ
が
粟あ

わ
づ津
で
す
か
、
今い

ま
い
の
し
ろ
う

井
四
郎
兼か

ね
ひ
ら平
は
武
士
の

鑑
で
ご
ざ
る
」
と
瞳
を
輝
か
せ
る
。
短
い
一
言
で
教

養
を
示
す
こ
の
若
者
は
、
平
家
物
語
を
熟
読
し
、
諸

国
の
地
理
に
あ
か
る
い
。

治じ
し
ょ
う承
・
寿じ

ゅ

永え
い

の
む
か
し
、
頼
朝
に
先
ん
じ
て
平
家

を
西
国
に
追
っ
た
木き

そ曾
義よ

し

仲な
か

で
あ
っ
た
が
、
後
白
河

法
皇
の
術
中
に
嵌は

ま

り
、
頼
朝
の
異
母
弟
・
九
郎
義
経

に
よ
っ
て
洛
中
を
追
わ
れ
、
同
じ
く
異
母
弟
の
蒲

か
ば
の

冠か
じ
ゃ
の
り
よ
り

者
範
頼
と
戦
い
こ
の
地
で
最
後
を
遂と

げ
た
。

傅め
の
と
ご子
・
今
井
四
郎
は
、
か
れ
が
切
腹
を
す
る
時
間

稼
ぎ
に
と
一
騎
当
千
の
働
き
の
末
、

　

―
東
国
の
武
士
ど
も
よ
、
日
本
一
の
武
士
の
自
害

の
仕
方
を
み
て
手
本
と
せ
よ
―

　

と
太
刀
を
呑
み
、
馬
か
ら
飛
び
降
り
た
。

　
「
播
磨
に
帰
っ
た
ら
、
館
中
の
書
物
を
お
送
り
し
よ

う
。
儂
は
学
問
が
苦
手
で
な
」

　

則
村
の
好
意
に
、
正
家
が
無
邪
気
な
笑
み
を
浮
か

べ
た
。

　

蹴
上
で
異
母
兄
弟
対
面
の
後
、
旅
団
と
別
れ
た
則

村
と
新
十
郎
は
徒
歩
で
洛
北
を
目
指
し
た
。

　

紅
葉
の
若
狭
街
道
を
大
原
川
に
沿
っ
て
上
る
。

　

叡
山
の
登
山
口
の
ひ
と
つ
で
あ
る
八や

瀬せ

の
辺
り
で
、

先
着
し
て
い
た
一
団
に
合
流
し
た
。
ひ
と
り
馬
上
の

貴
人
が
振
り
返
り
、
無
言
で
馬
を
進
め
る
。

正
し
ょ
う

二に
い
ご
ん

位
権
中ち

ゅ
う
な
ご
ん

納
言
兼
左さ

ひ
ょ
う
え
の
か
み

兵
衛
督
兼
検け

び
い
し
の

非
違
使
別べ

っ
と
う当
・

北き
た
ば
た
け畠
親ち

か
ふ
さ房
で
あ
る
。

　

か
れ
は
「
持じ

み
ょ
う
い
ん
と
う

明
院
統
」
の
第
九
十
五
代
花
園
天
皇

に
仕
え
る
傍
ら
、「
大だ

い
か
く
じ

覚
寺
統と

う
」
の
尊た

か

治は
る

東
宮
第
二
皇

子
・
世と

き
よ
し良
親
王
の
傅も

り
や
く役
も
務
め
る
。
そ
し
て
月
に
一

度
〝
も
う
一
人
の
皇み

こ子
〞
と
の
面
談
の
た
め
、
洛
北

大
原
の
梶か

じ
い井
門も

ん
ぜ
き跡
を
訪
れ
る
。
親
房
は
、
則
村
ら
「
村

上
源
氏
」
の
長お

さ
で
あ
り
、供ぐ

ぶ奉
の
半
数
は
赤
松
の
兵
だ
。

　

二
つ
の
皇こ

う
と
う統
が
交
互
に
践せ

ん
そ祚
す
る
「
両

り
ょ
う
と
う
て
つ

統
迭
立り

つ
」
は
、

幕
府
の
後
押
し
に
よ
っ
て
即
位
し
た
第
八
十
八
代
後ご

嵯さ

が峨
天
皇
の
後
継
争
い
に
端
を
発
し
て
お
り
、
幕
府
の

介
入
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
十
年
と
い
う
在
位
期
限
に

よ
り
、
花
園
は
二
年
後
に
九
歳
年
上
の
尊
治
に
譲
位
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

や
が
て
大
原
の
三
叉
路
に
至
る
。
直
進
す
れ
ば
西
近

江
の
朽く

つ
き木
、
右
手
が
梶
井
門
跡
・
三
千
院
。
左
に
下
れ

ば
後
白
河
法
皇
の
「
大
原
御
幸
」
で
知
ら
れ
る
寂

じ
ゃ
っ
こ
う
い
ん

光
院

で
あ
る
。
一
行
は
右
手
の
径み

ち

を
上
っ
て
ゆ
く
。
親
房
・

則
村
・
新
十
郎
の
三
名
の
み
が
山
門
を
潜く

ぐ
り
、
住
職
の

案
内
で
奥
へ
と
進
む
。
応
接
室
に
は
書
物
が
積
み
上
げ

ら
れ
て
お
り
、
大
半
が
兵
法
書
で
あ
る
。
新
十
郎
の
す

ぐ
側
の
一
束
は
大
江
氏
の
家
伝
「
闘と

う
せ
ん戦
経き

ょ
う」
で
鎌
倉
に

い
る
正
成
も
愛
読
し
て
い
た
。

　

待
つ
こ
と
約
半
刻
（
一
時
間
）、
馬
の
嘶

い
な
なき
と
共
に

供
奉
の
者
た
ち
が
ど
よ
め
く
。
本
堂
の
方
角
か
ら
不
自

然
か
つ
大
き
な
跫あ

し
お
と音
の
接
近
。
や
が
て
低
頭
す
る
三
人

の
頭
上
に
―
待
た
せ
た
―
と
、若
い
声
が
降
り
注
い
だ
。

親
房
・
則
村
が
面
を
上
げ
、
新
十
郎
は
か
れ
ら
の
肩
越

し
に
上
目
で
声
の
主
を
み
る
。

　

尊
治
東
宮
の
第
三
皇
子
・
護も

り
よ
し良
親
王
で
あ
る
。

　

か
れ
は
従
者
の
肩
を
借
り
、
顔
を
し
か
め
な
が

ら
上
座
に
着
き
、
引
き
下
が
ろ
う
と
す
る
従
者
に

「
彦ひ

こ
し
ろ
う

四
郎
、
ゆ
っ
く
り
し
て
行
け
」
と
則
村
の
左
隣
を

指
し
示
す
。

　
「
皇
子
、
洛
中
へ
降
り
ら
れ
る
の
は
な
り
ま
せ
ぬ
と
、

あ
れ
ほ
ど
…
」
と
窘

た
し
なめ
る
親
房
。

　
「
増
え
た
悪
党
を
六
波
羅
に
代
わ
っ
て
討
伐
し
た
ま

で
の
こ
と
、
木
太
刀
で
な
。
今
日
は
不
覚
を
取
っ
て
足

首
を
捻
っ
た
。
こ
の
者
が
助

太
刀
し
て
く
れ
ね
ば
危
う
か

っ
た
」

　

一
汗
掻
い
た
後
の
爽
快
な

笑
み
を
浮
か
べ
る
護
良
。

　

か
れ
は
親
房
の
異
母
妹
・

民み
ん
ぶ部
卿き

ょ
うの
子
で
も
あ
る
。
彼

女
は
「
大
覚
寺
統
」
の
祖
・

亀
山
天
皇
の
妾

し
ょ
うと
し
て
皇
子

（
尊そ

ん

珍ち
ん

法ほ
っ

親し
ん
の
う王
）
を
生
み
、

亀
山
の
崩ほ

う
ぎ
ょ御
後
、
尊
治
の
手

が
付
き
護
良
を
設
け
た
。
つ

ま
り
、
祖
父
の
愛
人
に
生
ま

せ
た
皇
子
で
あ
る
。

　
「
某
、
信
濃
国
の
御
家
人
、

村
上
彦
四
郎
義よ

し
て
る光
と
申
し
ま
す
」

　
〝
従
者
〞
と
思
わ
れ
て
い
た
男
が
低
頭
す
る
。

　
「
村
上
…
な
ぜ
、
そ
ち
が
村
上
な
の
だ
。
儂
は
聴
い

た
こ
と
が
な
い
」

　

則
村
が
怪
訝
そ
う
に
流
派
の
長
で
あ
る
親
房
に
同
意

を
求
め
る
。

　
「
そ
、
某
が
一
族
は
た
ま
た
ま
苗
字
が
〝
村
上
〞
で

ご
ざ
い
ま
し
て
、
さ
し
た
る
家
柄
で
は
…
」

　

恐
縮
す
る
彦
四
郎
の
肩
越
し
に
護
良
が
新
十
郎
を
見

据
え
る
。

　
「
村
上
ど
の
の
祖
は
、
清
和
帝
四
世
の
孫

鎮ち
ん
じ
ゅ
ふ
し
ょ
う
ぐ
ん

守
府
将
軍
頼よ

り

信の
ぶ

卿
が
次
男
中な

か
つ
か
さ
の
し
ょ
う
ゆ

務
少
輔
頼よ

り

清き
よ

卿
と
拝
察

仕
る
」

　
「
ほ
う
、
清
和
源
氏
か
、
頼
も
し
い
仲
間
が
増
え
た
」

面
を
上
げ
た
新
十
郎
に
護
良
が
笑
み
を
向
け
る
。

　

―
似
て
い
る
―

　

新
十
郎
の
脳
裏
に
真
っ
先
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
今
朝

蹴
上
で
別
れ
た
楠
木
八
郎
正
家
。
が
、
少
し
違
う
。

　
「
父
君
が
践せ

ん

祚そ

す
れ
ば
、
余
は
叡
山
に
送
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
つ
い
て
は
親
房
、
今
の
う
ち
に
余
と
其
方
の
姫

と
の
縁
組
を
進
め
よ
。
則
村
、
其
方
は
男
児
を

ひ
と
り
差
し
出
せ
」

　
「
勿
体
無
き
仰
せ
な
れ
ど
、
叡
山
は
女
人
禁

制
に
ご
ざ
り
ま
す
る
」

　
「
夜
な
夜
な
忍
ん
で
ま
い
る
。
余
を
誰
の
子

と
知
っ
て
か
」

　

新
十
郎
を
再
び
見
据
え
た
護
良
が
、
痛
む
脚

を
庇
い
つ
つ
、

　

―
ま
た
参
れ
、
日
野
俊
基
―

　

と
席
を
立
っ
た
時
、
か
れ
の
脳
裏
で
ふ
た
つ

の
風か

貌お

が
交
錯
し
た
。

次
々
号（
６
月
15
日
付
）に
つ
づ
く
悪党の風貌

2031
楠木正成
挙兵700年
作
　
池
内
文
藏

題
字
　
大
東
　
守

2031
楠木正成
挙兵700年

か

お

命
を
欲
し
た
こ
と
に
強
い

嫌
悪
感
が
あ
る
。
限
り
が

あ
る
か
ら
こ
そ
命
は
美
し

く
、
こ
の
も
ろ
い
方
舟
で

次
の
世
代
に
記
憶
を
受
け

渡
す
こ
と
が
我
々
の
使
命

で
あ
る
。

　

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー

ス
デ
ー
ト
ゥ
ー

ユ
ー

　

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー

ス
デ
ー
ト
ゥ
ー
ユ
ー

　

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー

　

デ
ィ
ア
…

　

帰
り
も
多
く
の
ス
ペ
ア

を
見
た
。
少
し
ず
つ
髪
型

や
服
装
は
異
な
る
が
、
40

歳
の
頃
の
ノ
ト
ウ
チ
と
マ

と
い
つ
も
気
分
が
悪
く
な

る
。
私
は
目
を
閉
じ
、
大

き
く
息
を
吸
っ
て
記
憶
を

さ
ぐ
る
。

　

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー

ト
ゥ
ー
ユ
ー

　

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー

ト
ゥ
ー
ユ
ー

　

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー

　

デ
ィ
ア
…
エ
リ
キ

　

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー

ト
ゥ
ー
ユ
ー

　

私
は
、
１
日
に
何
度
も

ハ
ル
サ
・
ノ
ト
ウ
チ
の
記

憶
を
思
い
出
す
。
エ
リ

キ
・
マ
グ
の
28
歳
の
誕
生

日
を
祝
っ
た
記
憶
だ
。
エ

リ
キ
は
ろ
う
そ
く
の
火
を

吹
き
消
そ
う
と
す
る
が
、

な
か
な
か
消
え
ず
、
２
人

で
大
笑
い
し
た
。
プ
レ
ゼ

ン
ト
に
指
輪
を
贈
り
、
プ

ロ
ポ
ー
ズ
し
た
。そ
し
て
、

永
遠
に
一
緒
に
い
る
と
２

人
で
誓
っ
た
。
貧
し
か
っ

た
が
、最
も
幸
せ
な
記
憶
。

　

我
々
は
生
ま
れ
た
と
き

に
ハ
ル
サ
と
エ
リ
キ
の
記

憶
を
埋
め
込
み
、
次
の
世

代
に
彼
ら
の
記
憶
を
受
け

渡
す
。
そ
れ
こ
そ
が
我
々

の
役
割
だ
。

　

２
人
に
肉
体
な
ど
必
要

な
い
。
２
人
は
、
我
々
の

中
で
永
遠
に
な
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
。

【
著
者
紹
介
】

麻
生
幾
（
あ
そ
う
・
い

く
）

大
阪
生
ま
れ
。
１
９
９

７
年
政
府
の
危
機
管
理

シ
ス
テ
ム
を
テ
ー
マ
に

し
た
小
説「
宣
戦
布
告
」

で
小
説
家
デ
ビ
ュ
ー
。

主
な
作
品
に
、
ド
ラ
マ

化
・
映
画
化
さ
れ
反
響

を
呼
ん
だ「
宣
戦
布
告
」

と
「
外
事
警
察
」、
知

ら
れ
ざ
る
警
察
組
織
を

描
い
た
「
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」、

陸
上
自
衛
隊
特
殊
部
隊

を
描
い
た
「
瀕
死
の
ラ

イ
オ
ン
」
を
は
じ
め
、

「
奪
還
」「
ト
ツ
！
」「
観

月
」
な
ど
の
他
、
オ
ウ

ム
事
件
を
扱
っ
た
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
品
も

あ
る
。

グ
の
姿
に
似
せ
て
い
る
ら

し
く
、
私
に
は
見
分
け
が

つ
か
な
い
。

　

ノ
ト
ウ
チ
と
マ
グ
の
体

調
が
少
し
で
も
悪
く
な
れ

ば
、
財
団
が
臓
器
を
提
供

す
る
ス
ペ
ア
を
選
ぶ
。
ノ

ト
ウ
チ
と
マ
グ
の
身
体
の

一
部
と
な
る
こ
と
は
、
ス

ペ
ア
に
と
っ
て
の
最
高
の

栄
誉
ら
し
い
。

　

し
か
し
、
彼
ら
が
崇
め

る
２
０
０
歳
と
な
っ
た
ノ

ト
ウ
チ
と
マ
グ
の
肉
体

は
、
何
度
も
脳
を
交
換
し

た
結
果
、
か
つ
て
の
彼
ら

と
は
全
く
異
な
っ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る

「
日
本
有
事
」
を
想
定
し
た
危
機
管
理
読
本

リ
ア
ル  

日
本
有
事

麻
生
幾
著　

角
川
春
樹
事
務
所

定
価
２
、２
０
０
円（
税
込
み
）

に
侵
入
し
た
。
日
本
の
海

洋
調
査
船
を
待
ち
構
え
て

い
た
か
の
よ
う
な
動
き
だ
。

常
駐
を
誇
示
す
る
。
お
得

意
の
既
成
事
実
化
で
領
有

権
を
主
張
し
て
い
る
の
だ
。

　

こ
こ
は
尖
閣
諸
島
の
魚

釣
島
沖
で
あ
る
。
一
触
即

発
の
危
機
を
は
ら
ん
だ
危

な
い
「
魔
の
海
域
」
だ
。

小
さ
な
行
動
を
切
れ
目
な

く
続
け
支
配
領
域
を
着
々

と
広
げ
て
い
き
、
緊
張
を

高
め
挑
発
を
繰
り
返
す
現

場
で
あ
る
。
挑
発
に
絶
対

乗
っ
て
は
な
ら
な
い
。
注

意
深
く
、
国
際
世
論
注
視

の
も
と
、
日
本
領
土
を
本

気
度
１
０
０
％
で
守
る
気

概
を
示
し
続
け
ね
ば
な
ら

な
い
。

　

こ
の
一
文
は
沖
縄
県
石

垣
市
が
２
０
２
４
年
４
月

25
〜
27
日
に
実
施
し
た
尖

閣
諸
島
（
同
市
）
の
海
洋

調
査
に
同
行
し
た
産
経
新

聞
社
の
記
者
レ
ポ
ー
ト
の

要
約
を
試
み
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
が
尖
閣
諸
島
の

現
場
と
現
実
で
あ
る
、
つ

ま
り
リ
ア
ル
な
の
だ
。
Ｂ

Ｓ
フ
ジ
の
プ
ラ
イ
ム
ニ
ュ

ー
ス
は
元
防
衛
相
経
験
者

の
稲
田
朋
美
衆
院
議
員
が

東
海
大
山
田
吉
彦
教
授
と

調
査
船
に
同
乗
し
た
映
像

を
報
じ
て
い
た
。

　

さ
て
本
題
で
あ
る
が
、

本
書
「
リ
ア
ル
」
の
紹
介

は
最
低
限
に
と
ど
め
な
け

れ
ば
著
者
渾
身
の
ア
イ
デ

ィ
ア
と
健
筆
に
礼
を
失
す

る
と
思
う
。
そ
れ
で
も
手

に
取
っ
て
も
ら
い
た
い
と

の
思
い
で
イ
ン
ト
ロ
と
主

要
登
場
人
物
だ
け
を
紹
介

す
る
―
。

　

次
は
本
書
「
リ
ア
ル
」

の
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
お
け
る

書
き
出
し
の
部
分
で
あ
る

―
。

　
「
凄
ま
じ
く
猛
烈
な
雨

と
風
が
水
面
を
破
壊
し
て

い
る
」
な
か
を
「
特
殊
な

潜
水
具
を
使
う
10
名
の
男

た
ち
」が
小
さ
な
島
の「
着

上
陸
ポ
イ
ン
ト
に
到
達
し

た
」。「
２
年
と
い
う
長
い

歳
月
を
か
け
て
、
こ
の
海

岸
を
そ
っ
く
り
再
現
し
た

モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
施
設
を
使

っ
て
訓
練
し
て
き
た
成

果
」
に
「
リ
ー
ダ
ー
は
ニ

ヤ
ッ
と
笑
っ
た
。
失
敗
す

る
こ
と
は
有
り
得
な
い
。

な
ぜ
な
ら
我
々
は
被
ベ
イ
ン
エ
マ迭

中ン
チ
ョ
ン
ダ
レ

心
人
（
選
ば
れ
し
者
）

な
の
だ
」
と
。
悪
魔
の
侵

攻
だ
。

　

現
場
は
宮
古
島
。
主
要

登
場
人
物
は
宮
古
島
の

小
学
校
教
師
糸
村
友
香

（
28
）、
そ
の
後
輩
教
師
の

西
銘
遙
花
（
26
）、
マ
リ

ン
ス
ポ
ー
ツ
店
の
西
田
大

駕
（
友
香
の
交
際
相
手
）、

ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
係
主

任
の
佐
藤
豊
（
西
銘
遥
花

の
婚
約
者
）。
神
秘
の
島

と
さ
れ
て
い
る
神
ノ
島

に
住
む
与
座
家
の
亜
美

（
31
）
は
友
香
の
幼
な
じ

み
で
２
人
の
女
児
（
友
香

の
生
徒
）
の
母
、
亜
美
の

母
・
ト
ミ
（
70
）
は
神
官

職
だ
。そ
の
他
、第
８
師
団
、

特
殊
作
戦
群
、
水
陸
機
動

団
、
陸
上
自
衛
隊
、
官
邸
・

内
閣
、
防
衛
省
、
民
間
会

社
（
造
船
会
社
、
海
洋
環

境
調
査
会
社
）
な
ど
。

　

宮
古
島
の
行
政
組
織
と

イ
ン
フ
ラ
施
設
、
自
衛
隊

組
織
の
運
営
状
況
、
見
え

な
い
敵
が
恐
怖
を
募
ら
せ

る
緊
迫
感
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
で
使
わ
れ
た
無
人
機

な
ど
、
肉
弾
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
血
だ
ら
け
の
五
臓

六
腑
な
ど
の
活
写
は
、
リ

ア
ル
そ
の
も
の
で
あ
る
。

政
府
や
自
衛
隊
の
機
密
情

報
、
企
業
秘
密
、
仲
間
な

ど
の
信
頼
や
裏
切
り
、
人

の
情
と
理
な
ど
の
テ
ー
マ

が
リ
ア
ル
な
筆
致
で
展
開

す
る
。

　

徹
底
的
な
長
期
取
材
か

ら
得
ら
れ
た
「
そ
こ
に
あ

る
危
機
」が
こ
れ
で
も
か
、

こ
れ
で
も
か
と
問
い
か
け

て
く
る
大
作
だ
。

　

本
書
は
警
告
の
書
で
も

あ
る
。
小
説
手
法
を
使
っ

て
、
例
え
ば
、
特
殊
部
隊

員
が
島
民
に
溶
け
こ
ん
で

島
民
を
拉
致
し
家
族
の
破

壊
工
作
を
始
め
る
。
宮
古

島
や
石
垣
島
、
沖
縄
本
島

を
も
狙
う
「
日
本
有
事
」

を
想
定
し
た
危
機
管
理
読

本
だ
。
日
本
人
の
「
ゆ
で

ガ
エ
ル
」
意
識
を
高
め
る

に
有
益
な
「
推
し
の
書
」

で
あ
る
。

　

吐
き
つ
つ
、
自
己
の
救

済
を
図
っ
て
い
た
の
だ
ろ

う
。
世
俗
・
都
塵
と
す
っ

ぱ
り
手
を
切
っ
て
、
経
済

上
で
も
精
神
的
に
も
直
面

し
て
い
た
ら
し
い
苦
境
・

危
殆
を
脱
す
る
に
は
、
何

は
と
も
あ
れ
作
品
化
に
出

精
す
る
こ
と
だ
、
と
彼
は

腹
を
括
っ
て
い
た
わ
け
で

あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
下

地
を
作
っ
た
の
が
、
こ
れ

は
も
う
、
当
方
の
憶
断
に

な
る
が
、
詞
書
と
ペ
ア
を

な
す
句
作
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

　

こ
の
表
現
の
ス
タ
イ
ル

を
、我
わ
れ
は
「
句
文
体
」

と
称
し
て
い
こ
う
。

　

よ
っ
て
《
柴
の
戸
に
茶

を
》
と
い
う
、
ひ
っ
そ
り

し
た
身
過
ぎ
の
中
で
の
風

流
さ
に
し
て
も
、
ま
た

《
木
》《
嵐
》
に
仕
掛
け
た

俳
諧
的
な
遊
び
を
楽
し
ん

だ
に
し
て
も
、
彼
の
胸
の

内
は
《
波
を
打
つ
て
》
吹

き
あ
れ
《
腸
凍
る
》
ほ
ど

だ
と
鑑
賞
し
て
い
い
、
そ

こ
に
は
折
お
り
《
嵐
》
の

怒
号
に
身
を
さ
ら
し
て
い

る
芭
蕉
が
い
る
と
。

　

ま
た
《〔
唐
の
〕
人
の

賢
く
覚
え
は
べ
る
は
、
こ

の
身
の
乏
し
き
ゆ
ゑ
に

や
》
と
の
所
感
が
詞
書
に

打
ち
あ
け
ら
れ
て
い
れ
ば

こ
そ
―
つ
ま
り
句
文
体
に

立
脚
し
て
い
る
が
ゆ
え

に
、
そ
の
生
き
方
が
ひ
し

ひ
し
と
読
む
者
の
胸
に

迫
っ
て
く
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

　

我
わ
れ
も
、そ
の
《
人
》

に
身
を
重
ね
て
似
た
よ
う

な
感
懐
を
抱
け
る
わ
け
で

あ
る
。
句
と
和
揚
し
て
、

芭
蕉
の
身
の
処
し
方
に
理

解
が
行
き
と
ど
い
て
、
彼

の
息
遣
い
が
伝
わ
っ
て
来

よ
う
。

　

こ
の
烈
し
い
風
が
俳
趣

を
帯
び
る
の
は
、
彼
が
旅

に
出
て
か
ら
で
は
な
い

か
、「
野
ざ
ら
し
」
を
ま

た
ね
ば
な
る
ま
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。ち
な
み
に
、

そ
の
旅
。
彼
に
と
っ
て
、

そ
れ
は
、
長
期
の
吟
行
を

意
味
す
る
。
西
行
や
李
白

ら
、
心
か
ら
敬
慕
す
る
歌

人
・
詩
人
に
身
を
重
ね
る

よ
う
に
し
て
吟
詠
し
、
自

ら
を
古
典
の
人
物
に
擬
す

こ
と
の
で
き
る
醍
醐
味
に

満
ち
た
《
無
何
〔
理
想

郷
〕》（「
野
ざ
ら
し
」）
に

入
ら
ん
と
て
、
行
脚
へ
、

羇
旅
の
人
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
脇
道
に
逸
れ

る
が
、そ
の
吟
行
録
の「
野

ざ
ら
し
」、
初
め
の
方
で
、

捨
て
子
を
放
置
し
た
ま
ま

旅
を
続
け
よ
う
と
す
る
非

情
極
ま
り
な
い
シ
ー
ン
が

あ
る
。
こ
れ
を
私
は
、
西

行
が
旅
す
る
歌
僧
に
な
る

際
、
泣
い
て
す
が
る
我
が

幼
子
を
蹴
と
ば
し
た
と
い

う
伝
え
を
故
事
と
し
て
い

る
と
解
釈
し
た
い
が
、
ど

う
だ
ろ
う
。

　

危
機
に
打
ち
か
っ
て
か

ら
《
風
雅
の
魔
心
》（「
栖

去
の
弁
」）
に
住
み
つ
か

れ
、《
野
ざ
ら
し
》
を
覚

悟
し
た
遊
行
者
、
つ
ま
り

自
身
を
《
狂
句
木
枯
し
の

身
》
と
自
嘲
気
味
に
規
定

し
て
い
る
芭
蕉
が
、
そ
の

こ
と
を
風
狂
的
に
故
由
に

し
た
、
と
注
し
て
み
た
い

の
だ
が
―
牽
強
が
過
ぎ

て
、
枝
道
ど
こ
ろ
か
と
ん

だ
横お
う

道ど
う

に
迷
い
こ
む
仕
儀

に
な
る
だ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
芭
蕉
の

知
性
に
は
、
我
わ
れ
に
は

理
解
で
き
な
い
狂
狷
的
な

側
面
が
張
り
つ
い
て
い
た

の
で
は
な
か
っ
た
か
。

合
法
に
な
っ
た
。
今
で
は

彼
ら
も
市
民
と
し
て
社
会

に
暮
ら
し
て
い
る
。

　
「
お
い
12
番
こ
れ
や
っ

と
い
て
」
彼
ら
の
見
分
け

は
つ
か
な
い
の
で
、
職
場

で
は
番
号
が
つ
い
た
腕
章

を
つ
け
る
こ
と
が
決
め
ら

れ
て
い
る
。
彼
ら
は
ス
ペ

ア
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
。

　

彼
ら
と
我
々
は
根
本
的

に
違
う
。
そ
も
そ
も
、
ノ

ト
ウ
チ
と
マ
グ
が
永
遠
の

ウ
チ
、
エ
リ
キ
・
マ
グ
の

ク
ロ
ー
ン
体
だ
。
前
世
紀

に
世
界
の
富
の
５
パ
ー
セ

ン
ト
を
握
っ
た
企
業
体
の

共
同
経
営
者
は
、
永
遠
の

命
を
欲
し
た
。
２
人
は
違

法
に
自
ら
の
ク
ロ
ー
ン
を

作
り
、
老
化
し
た
身
体
、

病
に
侵
さ
れ
た
臓
器
を
ク

ロ
ー
ン
と
交
換
し
続
け
て

い
る
。
脳
さ
え
も
少
し
ず

つ
交
換
し
、
２
人
は
２
０

０
歳
と
な
っ
た
今
も
生
き

て
い
る
ら
し
い
。

　

そ
の
ク
ロ
ー
ン
技
術
の

合
法
化
と
と
も
に
、
ノ
ト

ウ
チ
と
マ
グ
の
ス
ペ
ア
で

し
か
な
い
彼
ら
の
存
在
も

小
説永

　
遠

Ｓ
Ｆ
作
家　

中
森
臨
時

神戸海軍操練所跡モニュメント
（撮影筆者）

芭
蕉
の
出
立
　
文
筆
家

　
木
井
　
昭
一

⑭

　

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー

ト
ゥ
ー
ユ
ー

　

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー

ト
ゥ
ー
ユ
ー

　

ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー

　

デ
ィ
ア
…

　

通
勤
電
車
に
乗
り
込
む

と
、
同
じ
顔
、
同
じ
体
つ

き
の
男
女
が
そ
れ
ぞ
れ
10

人
く
ら
い
乗
っ
て
い
た
。

男
は
皆
、
身
長
１
８
０
セ

ン
チ
前
後
で
厚
い
胸
板
、

面
長
で
突
き
出
た
顎
が
特

徴
的
。
女
も
大
柄
で
身
長

１
７
５
セ
ン
チ
前
後
、
肩

幅
が
広
く
、
大
き
な
目
に

力
が
こ
も
っ
て
い
る
。

　

彼
ら
は
ハ
ル
サ
・
ノ
ト

　

２
つ
の
光
と
船
影
が
見

え
る
。
緑
の
明
か
り
が
海

上
保
安
庁
の
巡
視
船
、
赤

色
の
明
か
り
は
中
国
海
警

局
の
中
国
公
船
だ
。
緑
と

赤
は
領
海
か
ら
退
去
を
促

す
電
光
掲
示
板
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
文
字
の
色
で
あ
る
。

双
方
が
「
退
去
せ
よ
」
と

警
告
し
あ
っ
て
い
る
う
ち

に
２
隻
の
海
警
船
が
領
海

　

京
都
精
華
大
学
教
授
で
ア
ー
ト
ユ
ニ
ッ
ト
・
パ
ラ
モ
デ
ル
の
中
野
裕
介
さ
ん
（
48
）
に
よ
る
企
画
展
「
中

野
裕
介
／
パ
ラ
モ
デ
ル
展　

よ
ろ
ぼ
う
少
年
、か
な
た
の
道
を
ゆ
く
▽
▽
▽
《
俊
徳
丸
伝
説
》
で
あ
そ
ぶ
」

が
４
月
25
日
〜
５
月
12
日
の
期
間
、
東
大
阪
市
民
美
術
セ
ン
タ
ー
（
東
大
阪
市
吉
田
６
）
で
開
か
れ
た
。

「
よ
ろ
ぼ
う
」
と
は
、「
よ
ろ
よ
ろ
歩
く
」
と
い
う
意
味
の
古
語
。
謡
曲
「
弱
法
師
」
や
人
形
浄
瑠
璃
「
摂

州
合
邦
辻
」
の
も
と
と
な
っ
た
河
内
に
伝
わ
る
「
俊
徳
丸
伝
説
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
企
画
展
。
壁
や
床
に
は
鉄
道
玩
具
の
プ
ラ
レ
ー
ル
を
這
わ
せ
、
空
間
に
は

巨
大
な
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
や
デ
ジ
タ
ル
映
像
を
融
合
さ
せ
た
中
野
さ
ん
独
特
の
感

性
が
表
現
さ
れ
た
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。

て
高
安
か
ら
四
天
王
寺
へ

向
か
っ
た
道
程
は
「
俊
徳

街
道
」
と
い
わ
れ
る
。

　

取
材
し
た
５
月
３
日

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

歴
史
に
精
通
し
て
い
る
郷

土
史
研
究
家
の
坂
上
弘
子

さ
ん
（
86
、
八
尾
市
高
安

地
域
）、
杉
山
三
記
雄
さ

ん（
81
、東
大
阪
市
地
域
）、

足
代
健
二
郎
さ
ん
（
82
、

大
阪
市
生
野
区
地
域
）
が

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
に
出
演

し
た
。

　
「
俊
徳
街
道
・
十
三
街

道
」（
読
書
館
）
の
著
者

で
も
あ
る
杉
山
さ
ん
は
、

「
40
人
い
れ
ば
40
通
り
の

俊
徳
丸
の
物
語
が
あ
る
」

と
述
べ
た
。

　

一
方
、
説
経
節
に
で
て

く
る
俊
徳
街
道
の
地
名

「
さ
い
べ
の
橋
」
に
つ
い

て
、
長
年
研
究
し
て
き
た

足
代
さ
ん
は
「『
さ
い
べ

の
橋
』
は
固
有
名
詞
で
は

な
く
、
河
内
郡
と
高
安
郡

の
境
目
を
走
る
恩
智
川
に

架
か
る
橋
、『
さ
か
い
め

の
橋
』
を
意
味
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」
と
持
論

を
語
っ
た
。

　

広
辞
苑
第
４
版
に
は
、

「
さ
い
め
【
際
目
・
境
目
】

（
サ
カ
イ
メ
の
転
か
）
所

有
地
な
ど
の
境
界
」
と
あ

る
。
つ
ま
り
、「
さ
い
め
」

が
「
さ
い
べ
」
と
変
化
し

た
と
い
う
の
が
足
代
説
。

　

ま
た
、
坂
上
さ
ん
は
、

「
高
安
で
は
『
弱
法
師
』

よ
り
も
『
井
筒
』
が
浸
透

し
て
い
る
の
は
、
継
子
い

じ
め
の
話
が
ネ
ッ
ク
に

な
っ
て
い
る
か
ら
か
も
し

れ
な
い
」
と
話
し
た
。

　

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
に
は

90
人
以
上
が
集
ま
っ
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
俊
徳

丸
に
関
す
る
浪
曲
を
披
露

す
る
人
や
東
京
か
ら
駆
け

つ
け
た
人
も
い
て
、
俊
徳

丸
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
え
た
。

　

ま
た
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
の
前
に
は
、
錦
心
流
薩

摩
琵
琶
奏
者
の
荻
山
泊
水

さ
ん
に
よ
る
新
曲
「
俊
徳

丸
」
が
、
中
野
さ
ん
の
作

品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
小

宇
宙
の
よ
う
な
空
間
の
な

か
で
演
奏
さ
れ
た
。

　

中
野
さ
ん
は
次
の
よ
う

に
結
ん
だ
。

　
「
一
緒
に
遊
び
な
が
ら

俊
徳
丸
伝
説
を
知
っ
て
も

ら
え
た
ら
と
い
う
思
い
が

あ
っ
た
。
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
多
く
の
来
場
者
が

楽
し
ん
で
く
れ
て
い
る
。

俊
徳
丸
の
こ
と
を
初
め
て

知
っ
た
と
い
う
人
も
い
た

の
で
よ
い
展
示
に
な
っ
た

思
う
」

（
中
野
善
典
）

　

俊
徳
丸
は
伝
承
上
の
人

物
。
河
内
の
国
高
安
の
長

者
の
息
子
だ
っ
た
俊
徳
丸

が
、
継
母
か
ら
呪
い
を
か

け
ら
れ
失
明
す
る
。
家
か

ら
追
い
出
さ
れ
四
天
王
寺

に
行
き
着
く
も
物
乞
い
を

す
る
身
に
。
観
音
に
病
気

治
癒
の
祈
願
を
す
る
と
病

気
が
治
り
、
幸
せ
な
人
生

を
送
っ
た
と
い
う
。
こ
れ

が
「
俊
徳
丸
伝
説
」
の
物

語
。
た
だ
、
謡
曲
「
弱
法

師
」
や
説
経
節
「
し
ん
と

く
丸
」
で
は
展
開
す
る
物

語
が
多
少
違
っ
て
い
る
。

　

俊
徳
丸
が
八
尾
市
・
東

大
阪
市
・
大
阪
市
を
通
っ

中野裕介／パラモデル展中野裕介／パラモデル展企画展

よろぼう少年、 かなたの道をゆく
《俊徳丸伝説》 であそぶ

《
俊
徳
丸
伝
説
》
を
モ
チ
ー
フ
に
製
作
し
た
作
品

話題の本
時代を読む

編集委員編集委員
石河亮平石河亮平

連載小説連載小説 其ノ拾漆其ノ拾漆
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オ
オ
サ
カ
ポ
テ
ト
の
挑
戦

オ
オ
サ
カ
ポ
テ
ト
の
挑
戦

　

女
性
教
育
講
演
会
が
４

月
４
日
に
八
尾
市
立
く
ら

し
学
習
館
（
八
尾
市
本
町

３
―
10
―
10
）
で
開
催
さ

れ
た
。
開
会
に
先
立
っ
て

八
尾
市
選
挙
管
理
委
員
会

平
田
正
司
委
員
長
よ
り
挨

拶
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
日
の
講
師
は
大
阪

東
部
ヤ
ク
ル
ト
株
式
会
社

の
木
下
裕
之
広
報
室
長

（
写
真
）が
務
め
た
。
テ
ー

マ
は
「
健
康
で
美
し
く
生

き
る
」。
ヤ
ク
ル
ト
を
飲

ん
で
腸
内
環
境
を
整
え
、

少
し
で
も
善
玉
菌
を
増
や

し
て
健
康
長
寿
な
ら
ぬ
健

腸
長
寿
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
と
説
明
し
た
。

（
植
村
眞
一
）

寺
１
―
２
―
５
）
で
開

か
れ
た
。

　

こ
の
日
の
一
番
大
き

な
議
題
は
次
期
の
会

長
選
出
だ
っ

た
。

　

満
場
一
致

で
株
式
会
社

伸
明
（
八
尾

市
北
木
の
本

４
―
72
）
の

大阪東部ヤクルト株式会社

木下裕之広報室長が講演

　 スーパーマーケット　 スーパーマーケット

バローバローがオープンがオープン

リノアス
地下１階に

新鮮な野菜を喜ぶ高齢者

「阿呆」が完成

八
尾
産
業
ク
ラ
ブ
連
合
会

新
会
長
に
久
保
登
嗣
さ
　
　
ん
選
出

　

名
前
を
聞
く
と
、
ソ
ー
ニ
ャ
と
は
に
か
み
な
が

ら
答
え
る
。
名
は
体
を
表
す
と
言
う
が
、
ま
さ
に

そ
の
通
り
だ
。
知
性
に
富
み
、
機
転
が
効
く
。
イ

ワ
ン
・
フ
ラ
ン
コ
大
学
を
出
た
ば
か
り
で
、
専
攻

は
日
本
語
・
日
本
文
学
と
い
う
。
卒
論
は
源
氏
物

語
。

　

紫
の
上
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
と
聞
か
れ
、
何

を
ど
う
答
え
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
ず
黙
っ
て
し
ま

う
。
高
校
時
代
の
古
文
の
時
間
に
さ
ら
り
と
読
ん

だ
だ
け
の
知
識
で
は
返
答
の
仕
様
が
な
い
。

　
「
ど
お
り
で
日
本
語
が
流
暢
な
わ
け
で
す
ね
」

　

褒
め
る
こ
と
で
話
題
を
逸
ら
し
た
。

　

こ
ち
ら
の
う
ろ
た
え
た
様
子
を
察
し
て
、
そ
れ

以
上
こ
の
話
題
を
続
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
内

心
ほ
っ
と
し
な
が
ら
も
情
け
な
い
気
持
ち
で
消
え

入
り
た
い
ほ
ど
だ
。

　

先
ほ
ど
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
、
ソ
ー
ニ
ャ
は

寂
し
げ
な
表
情
を
浮
か
べ
る
。

　
「
誰
か
と
こ
ん
な

に
ゆ
っ
く
り
話
す
の

は
久
し
ぶ
り
で
、
と

て
も
嬉
し
い
で
す
」

　

話
を
聞
く
と
、
友

人
や
知
人
が
ど
ん
ど

ん
消
え
、
寂
し
く
心

細
く
、
そ
こ
は
か
と

な
く
怖
い
と
言
う
。

こ
れ
ま
で
50
人
ほ
ど

友
人
や
知
人
が
お

り
、電
話
を
し
た
り
、

街
で
す
れ
違
っ
た
り

し
て
い
た
の
が
、
今

で
は
５
人
足
ら
ず
。
あ
る
日
突
然
、
パ
ッ
と
い
な

く
な
る
。
池
が
一
瞬
に
し
て
蒸
発
し
、
石
や
砂
ば

か
り
が
残
さ
れ
た
感
じ
。
電
話
し
て
も
、
つ
な
が

ら
な
い
。
共
通
の
知
人
や
友
人
に
聞
い
て
も
、
行

方
が
分
か
ら
な
い
。

　

徴
兵
さ
れ
て
最
前
線
に
行
き
、
連
絡
が
取
れ
な

く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
秘
密
裡
に

国
外
へ
避
難
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
者
な
ら
仕
方

が
な
い
が
、
後
者
な
ら
ば
な
ぜ
一
言
告
げ
て
く
れ

な
か
っ
た
の
か
。
恨
み
言
の
一
つ
も
言
い
た
く
な

る
。

　

他
愛
も
な
い
こ
と
を
話
す
友
人
や
折
に
触
れ
て

出
会
う
人
が
い
な
く
な
る
と
、
人
は
誰
し
も
孤
独

に
襲
わ
れ
る
。
孤
独
は
勇
気
を
は
が
し
取
る
力
を

持
っ
て
い
る
。

　

こ
の
状
態
で
い
つ
ま
で
自
分
を
保
つ
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
ソ
ー
ニ
ャ
は
不
安
で
仕
方
な
い
と
心

の
内
を
吐
露
す
る
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
244

人が蒸発する

ウクライナ

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

一般財団法人日本
国際飢餓対策機構

能
登
半
島
地
震

被
災
者
支
援

　

そ
の
ど
こ
に
貴
賤
の

義
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
。
王お

う

季き

は
嫡
子
と
な

り
、
周

し
ゅ
う
こ
う
公
は
兄
を
殺
し

ま
し
た
。
そ
の
ど
こ
に

長
幼
の
序
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
。

　

儒
者
は
言
葉
を

偽
り
、
墨ぼ

く
し
ゃ者
は

兼け
ん
あ
い愛
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
五
紀

六
位
の
区
別
は
あ

る
の
で
し
ょ
う

か
。
か
つ
ま
た
子

せ
ん
せ
い

は
正
に
名
の
た
め

に
し
、
わ
た
し
は
正
に

利
の
た
め
に
し
て
い
ま

す
。そ
の
名
利
の
実
は
、

理
に
順

し
た
が

っ
て
お
ら
ず
、

道
に
監

か
ん
がみ
て
も
い
ま
せ

ん
。
わ
た
し
は
、
さ
き

に
子
と
無
約
に
訟

う
っ
たえ
て

言
い
ま
し
た
。

　
『
小

し
ょ
う
じ
ん
人
は
財
に
殉
じ
、

君
子
は
名
に
殉
じ
ま

す
。
そ
の
情
を
変
え
、

そ
の
性
を
易か

え
る
理
由

は
異
な
り
ま
す
が
、
そ

の
な
す
べ
き
と
こ
ろ
を

棄
て
て
、
そ
の
し
な
く

満ま
ん
こ
う
と
く

苟
得
が
言
っ
た
。

　
「
堯

ぎ
ょ
うは
長
子
を
殺
し
、

舜し
ゅ
んは
母
の
弟
を
流
し
ま

し
た
。
ど
こ
に
親
疎
の

区
別
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
。湯と

う
は
桀け

つ
を
放
逐
し
、

武
王
は
紂

ち
ゅ
うを
討
伐
し
ま

し
た
。

て
も
よ
い
と
こ
ろ
に
殉

じ
て
し
ま
う
の
は
同
じ

で
す
』
と
。
ゆ
え
に
次

の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
『
小
人
と
な
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
そ
う
で

は
な
く
汝
の
天
に
殉
じ

な
さ
い
。
君
子
と
な
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
天

の
理
に
従
い
な
さ
い
。

枉ま

が
っ
て
い
た
り
、
直

ま
っ
す
ぐ

だ
っ
た
り
、
汝
の
天
極

を
相み

て
、
四
方
を
見
渡

し
、
時
と
と
も
に
消
長

し
な
さ
い
。
是ぜ

で
あ
っ

た
り
、
非ひ

で
あ
っ
た
り

し
、
汝
の
円
の
中
心
を

執
っ
て
、
た
だ
た
だ
汝

の
意
を
成
し
と
げ
て
、

道
と
徘

た
ち
も
と
お
徊
り
な
さ
い
。

汝
の
行
い
を
転
じ
て
は

な
ら
ず
、
汝
の
義
を
成

し
と
げ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
汝
の
な
す

と
こ
ろ
を
失
わ
せ
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
汝

の
富
に
赴
む
い
て
は
な

ら
ず
、
汝
の
成
し
と
げ

よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に

殉
じ
て
は
い
け
ま
せ
ん

…
」

※
小
人
は
財
に
殉
ず
る

が
君
子
も
名
に
殉
ず
。

小
人
は
財
に
殉
ず
そ
の
三

近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
上
本
町

で「
荘
子
を
読
む
」開
講
中

大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授

立
命
館
大
学
教
授

大
形
　
徹

荘
子
と
語
る

荘
子
と
語
る    

四
十
六

四
十
六

小人殉財

　

参
加
費
＝
１
、
０
０
０

円
　

オ
ン
ラ
イ
ン
＝
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
参
加
費
５

０
０
円
（
詳
細
は
え
ん
が

わ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
参
照
）

　
「『
認
知
症
』
９
人
の
名

医
」
と
い
う
本
が
ブ
ッ
ク

マ
ン
社
か
ら
出
た
。

　

東
田
勉
さ
ん
の
著
書
。

と
て
も
い
い
本
で
す
。
あ

っ
と
驚
く
よ
う
な
内
容
で

す
。
５
月
１
日
発
売
。

　

ち
な
み
に
解
説
は
僕
が

書
い
て
い
る
。
９
人
の
中

の
１
人
で
あ
る
白
土
綾
佳

先
生
の
講
演
会
が
５
月
26

日
に
あ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン

で
も
聴
講
で
き
る
の
で
ぜ

ひ
聴
講
し
て
下
さ
い
。
テ

ー
マ
は
「
家
庭
を
笑
顔
に

す
る
認
知
症
診
療
〜
そ
の

診
療
、
あ
な
た
と
家
族

を
幸
せ
に
し
て
い
ま
す

か
？
」。

　

日
時
＝
５
月
26
日（
日
）

10
時
〜
12
時
（
開
場
９
時

30
分
）

　

会
場
＝
仙
台
会
場
／
Ｔ

Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
Ｐ

Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｍ
仙
台
西
口

５
階
ホ
ー
ル
Ｃ

作家・医学博士  長尾和宏

大声でつぶやく

けったいな町医者けったいな町医者
3131 「

認
知
症
」

「
認
知
症
」 ９
人
の
名
医

９
人
の
名
医

イ ベ ン ト 情 報

※中学生以下のお子様のご入場はご遠慮願います ※車椅子でお越しの方は事前にご連絡をお願いします

大ホールでスタインウェイを弾いてみよう
～あなたもプロの演奏家気分～

一流ピアニストにも愛されるスタインウェイ D-274を演奏できる催しです
ヤマハ CFⅢとの弾き比べもできます。お気軽にご参加ください！

■日　程　2024 年 5月 17日（金）　※④～⑩のみ実施
　　　　　2024 年 5月 18日（土）／  2024 年 5月 19日（日）
　　①10:00 ～　②11:00 ～　③12:00 ～　④13:00 ～　⑤14:00 ～　⑥15:00 ～
　　⑦16:00 ～　⑧17:00 ～　⑨18:00 ～　⑩19:00 ～　⑪20:00 ～
■会　場　八尾市文化会館　プリズムホール 大ホール　（反響板を組んだ状態です）
■対　象　小学生以上の方　※小学生は保護者の同伴が必要です
■参加料　1枠 /50分 2,200 円（税込み）
　　　大人2人目から 1名につき 1,100 円・小学生 1名につき 550円追加料金を頂戴します。 ※連続 2枠まで申込可
■定員　各時間帯 1組（演奏者最大 5名）（抽選）
■申込方法　次のいずれかの方法でお申し込みください
◯来館・郵送・FAX　★希望日時・時間帯（第 3希望まで）・氏名（団体名）・ご連絡先を明記の上お申し込みください

　　◯ホームページの申込フォームから→こちら
■申込期間　令和 6年 5月 12日（日）（必着）申込締め切り

　

２
０
２
４
年
度
八
尾

産
業
ク
ラ
ブ
連
合
会
定

例
総
会
が
４
月
26
日
に

や
ま
と
（
八
尾
市
久
宝

久
保
登
嗣
代
表
取
締
役

（
57
）
＝
写
真
＝
が
選

ば
れ
た
。

　

玉
井
文
夫
前
会
長

（
79
）
か
ら
バ
ト
ン
を

受
け
た
久
保
新
会
長

は
、「
皆
さ
ん
の
ご
協

力
が
何
よ
り
必
要
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
就
任
挨
拶

を
行
っ
た
。

　

渡
邊
さ
ん
は
愛
知
県
出

身
。
鉄
道
系
広
告
会
社
勤

務
の
会
社
員
だ
っ
た
が
、

大
阪
へ
の
転
勤
を
機
に
趣

味
と
し
て
農
業
体
験
を
す

る
。
そ
こ
で
楽
し
さ
を
知

り
、
週
末
農
業
、
そ
し
て

思
い
が
あ
っ
て
脱
サ
ラ
、

完
全
に
農
業
を
メ
ー
ン
と

す
る
オ
オ
サ
カ
ポ
テ
ト
を

設
立
し
た
。

　

農
業
の
中
で
も
、
広
大

な
面
積
を
活
用
す
る
の
で

は
な
く
、
都
市
近
郊
の
耕

作
放
棄
地
を
活
用
し
、
狭

い
土
地
で
も
効
率
的
に
農

業
ビ
ジ
ネ
ス
を
確
立
さ
せ

る
た
め
の
工
夫
を
重
ね
て

い
る
。
そ
の
代
表
例
が
農

業
の
「
６
次
産
業
化
」
だ
。

通
常
の
農
業
は
生
産
し
て

出
荷
す
る
だ
け
の
１
次
産

業
。
そ
れ
ら
生
産
物
を
使

用
し
完
成
品
を
製
造
す
る

の
が
２
次
産
業
。
そ
の
製

造
物
を
広
告
、
販
売
す
る

サ
ー
ビ
ス
業
が
３
次
産
業

だ
が
、
１
次
×
２
次
×
３

次
＝
６
次
産
業
、
生
産
か

ら
製
造
、
販
売
ま
で
一
気

通
貫
で
事
業
化
す
る
こ
と

を
指
す
と
い
う
。
確
か
に

一
事
業
者
で
一
纏
め
で
き

れ
ば
中
間
マ
ー
ジ
ン
が
な

く
な
る
の
で
、
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
に
も
繋
が
り
最
終
消

費
者
も
メ
リ
ッ
ト
を
享
受

で
き
る
わ
け
だ
。

　

そ
の
６
次
産
業
化
の
産

物
が
、
今
回
の
本
題
で
あ

る
「
大
阪
産
の
サ
ツ
マ
イ

モ
を
使
用
し
た
焼
酎
の
商

品
化
と
、
そ
の
た
め
の
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
な
の
だ
。

　

オ
オ
サ
カ
ポ
テ
ト
で
は

毎
年
の
恒
例
行
事
と
し
て

芋
掘
り
体
験
を
開
催
し
て

い
る
の
だ
が
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
く
芋
掘

り
を
す
る
と
、
ど
う
し
て

も
芋
自
体
に
傷
が
つ
い
て

し
ま
う
。
そ
れ
ら
は
店
頭

に
並
べ
る
こ
と
が
難
し

い
。
し
か
し
、
廃
棄
す
る

の
は
も
っ
た
い
な
い
。

　

そ
こ
で
発
案
さ
れ
た
の

が
「
焼
酎
化
」
な
の
だ
。

岸
和
田
市
で
１
０
０
年
続

く
老
舗
酒
屋
「
株
式
会
社

元
朝
」
と
、
宮
崎
県
の
老

舗
酒
造
「
落
合
酒
造
場
」

の
協
力
を
得
て
、
オ
オ
サ

カ
ポ
テ
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
芋

「
夢
シ
ル
ク
」
を
使
用
し

た
焼
酎
が
、
遂
に
完
成
し

た
。

　
「
阿あ

呆ほ
う
」
と
命
名
。

　

世
間
一
般
で「
ア
ホ
ウ
」

は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
用
語
か
も

知
れ
な
い
が
、こ
こ
関
西
・

大
阪
で
は
「
ア
ホ
ウ
」
は

「
面
白
い
」
等
、
愛
の
あ

る
言
葉
で
も
あ
る
。
愛
知

出
身
の
渡
邊
さ
ん
は
大
阪

出
身
の
メ
ン
バ
ー
の
助
言

に
救
わ
れ
た
格
好
だ
。

　
「
阿
呆
」
の
美
味
し
い

飲
み
方
は
ハ
イ
ボ
ー
ル
。

タ
コ
焼
き
を
ア
テ
に
飲
む

の
が
お
す
す
め
。

　

記
者
も
早
速
、
タ
コ
焼

き
と
一
緒
に
「
阿
呆
」
を

飲
ん
だ
。
口
の
中
に
ふ
ん

わ
り
と
柔
ら
か
く
甘
み
の

あ
る
芳
香
が
広
が
る
。
酒

好
き
は
も
ち
ろ
ん
、
女
性

に
も
飲
み
や
す
く
仕
上

が
っ
て
い
る
。

　

ぜ
ひ
試
し
て
も
ら
い
た

い
。
一
般
販
売
は
６
月
１

　

近
鉄
八
尾
駅
前
に
あ
る

リ
ノ
ア
ス
地
下
１
階
（
八

尾
市
光
町
３
）
に
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
バ

ロ
ー
」
が
４
月
26
日
オ
ー

プ
ン
し
た
。野
菜
か
ら
肉
、

魚
ま
で
何
で
も
安
く
て
新

鮮
な
の
で
、
大
勢
の
人
が

日
か
ら
だ
が
、
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
支
援

す
れ
ば
リ
タ
ー
ン
で
「
阿

呆
」
を
受
け
取
れ
る
。

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
は
２
つ
の
「
期
待

の
星
」
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
夢
の
発
信
と
夢
の
応

援
だ
。

　

詳
し
く
は
、
渡
邊
さ
ん

本
人
が
制
作
し
た
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
内

容
を
参
照
。

　

大
阪
を
サ
ツ
マ
イ
モ
の

産
地
に
！　

オ
オ
サ
カ
ポ

テ
ト
の
挑
戦
は
続
く
。

詰
め
か
け
、
喜
び
の
笑
顔

の
花
が
咲
い
た
。

　

同
店
の
本
部
は
岐
阜
県

多
治
見
市
大
針
町
６
６
１

―
１
。
岐
阜
県
71
店
舗
、

福
井
県
22
店
舗
、
石
川
県

14
店
舗
、富
山
県
13
店
舗
、

長
野
県
９
店
舗
、
山
梨
県

２
店
舗
、静
岡
県
23
店
舗
、

愛
知
県
59
店
舗
、
滋
賀
県

16
店
舗
、三
重
県
６
店
舗
、

京
都
府
３
店
舗
、
大
阪
府

５
店
舗
、
合
計
２
４
３
店

舗
あ
る
。

　

同
じ
場
所
で
１
月
15
日

ま
で
「
パ
ン
ト
リ
ー
」
が

営
業
し
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
諸
事
情
で
閉
店
。
そ

の
後
に「
バ
ロ
ー
」が
や
っ

て
き
た
。

　大阪・八尾を中心に農業を営む
オオサカポテト代表の渡邊博文さ
ん（30）。本紙東大阪新聞１月15
日号でも取り上げた若手農家組織
なのだが、今回、クラウドファン
ディングに挑戦する姿を追った。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
詳
細
は
こ
ち
ら

女
性
教
育
講
演
会

健
康
で
美
し
く
生
き
る

６次産業化６次産業化とと芋焼酎芋焼酎でで
クラウドファンディングクラウドファンディング

仲
間
に
囲
ま
れ
る
渡
邊
博
文
さ
ん
（
中
央
）

「『認知症』 ９人の名医」

えんがわ JAPAN

仙台会場申込

オンライン視聴


